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埼経協ニュース３７４号

四
月
二
二
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
十
九
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、

第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
は
五
月

九
日
�
の
定
時
総
会
に
付
議
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
西
村
和
義
氏
の
会
長
再

任
と
新
任
副
会
長
に
山
本
彰
氏
（
日
本

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
取
締
役
）、
斉
藤

実
氏（
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
代
表
取
締
役
副
社
長
）、

川
本
武
彦
氏
（
�
サ
イ
サ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）
の
三
氏
の
就
任
が
内
定
し
た
。

な
お
、
菊
池
勇
氏
（
ポ
ー
ラ
イ
ト
�

代
表
取
締
役
会
長
）
が
定
時
総
会
を
持

っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
内

定
し
た
役
員
は
次
頁
参
照
）

一
�
平
成
二
四
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
四
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
・
監
事
の
選
任

四
�
役
員
の
選
任

五
�
名
誉
会
長
の
委
嘱

六
�
顧
問
の
委
嘱

七
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
委
嘱

他
に
報
告
事
項
と
し
て
事
務
局
報
告
、

組
織
拡
大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

の
件
な
ど
が
あ
っ
た
。

な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
幹
事
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
会
議
案
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
、
日
本
を
代

表
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
一
橋
大
学
経

済
研
究
所
教
授
深
尾
京
司
氏
（
後
記
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
参
照
）
よ
り
「
失
わ
れ
た

二
〇
年
と
日
本
経
済
〜
構
造
的
要
因
と

再
生
へ
の
原
動
力
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
（
詳
細
は
本
会
Ｈ
Ｐ
の
会
員

ペ
ー
ジ
に
収
録
し
た
講
演
資
料
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

会
長
に
西
村
和
義
氏
（
日
本
信
号
�
取
締
役
会
長
）
再
任

新
任
副
会
長
に

山
本

彰
氏
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
取
締
役
）
、

斉
藤

実
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
代
表
取
締
役
副
社
長
）
、

川
本
武
彦
氏
（
�
サ
イ
サ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）

の
三
氏
の
就
任
を
内
定―

平
成
二
五
年
度
第
一
回
理
事
会

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１３ 月号

日本経団連 埼玉

４・５

講
演
す
る
深
尾
京
司
氏

幹
事
会
で
開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

全
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た

理
事
会

幹
事
会

講
演
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
る

藤
池
副
会
長

― １ ―
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【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

深
尾
京
司
（
ふ
か
お

き
ょ
う
じ
）
氏

■
一
九
七
九
年
三
月

東
京
大
学
経
済

学
部
卒
業

一
九
八
四
年
三
月

東
京

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得

一
九
八
四
年
四
月

成
蹊

大
学
経
済
学
部
専
任
講
師

一
九
八
六

年
四
月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
専
任

講
師

一
九
八
九
年
四
月

一
橋
大
学

経
済
研
究
所
助
教
授

一
九
九
一
年
一

月

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

上
記
の
他
、
エ
ー
ル
大
学
経
済
学
部

客
員
研
究
員
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
経
済
学

部
客
員
研
究
員
、
日
本
銀
行
金
融
研
究

所
客
員
研
究
員
、
通
商
産
業
省
通
商
産

業
研
究
所
特
別
研
究
員
、
内
閣
府
経
済

社
会
総
合
研
究
所
客
員
主
任
研
究
官
、

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
（
併

任
）、（
独
）
経
済
産
業
研
究
所
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
現
任
）、
文

部
科
学
省
科
学
技
術
政
策
研
究
所
客
員

総
括
主
任
研
究
官
（
現
任
）、
日
本
学

術
会
議
連
携
会
員
（
現
任
）
等
を
歴
任

■
専
門
分
野

国
際
経
済
学
、
マ
ク
ロ

経
済
学

■
ご
著
書
等

「
失
わ
れ
た
２０
年
と
日

本
経
済

構
造
的
原
因
と
再
生
へ
の
原

動
力
の
解
明
」（
日
本
経
済
新
聞
社
）「
対

日
直
接
投
資
と
日
本
経
済
」（
日
本
経

済
新
聞
社

共
著
）「
マ
ク
ロ
経
済
と

産
業
構
造

バ
ブ
ル
／
デ
フ
レ
期
の
日

本
経
済
と
経
済
政
策
、
第
１
巻
」（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会

編
著
）「
合
理

的
予
想
形
成
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
為
替

分
析
」（
有
斐
閣

共
編
著
）

そ
の

他
論
文
多
数

■会 長
代表理事 西村 和義

（日本信号�代表取締役会長）
■副会長
理 事 加藤喜久雄

（�武蔵野銀行 取締役頭取）

〃 藤池 誠治
（�デサン 代表取締役会長）

〃 吉野 寛治
（吉野電化工業� 代表取締役社長）

〃 椎名 幹芳
（三国コカ・コーラボトリング� 相談役）

〃 発田 聡
（UDトラックス�バイスプレジデント）

〃 上條 正仁
（�埼玉りそな銀行 代表取締役社長）

※ 〃 山本 彰
（日本ピストンリング� 取締役）

〃 橋元 健
（キヤノン電子� 取締役副社長）

〃 斉之平伸一
（三州製菓� 代表取締役）

〃 牧 毅
（東京ガス� 埼玉支社長）

〃 光山 由一
（東日本電信電話� 埼玉支店長）

理 事 原 敏成
（武州瓦斯� 代表取締役社長）

〃 織田 秀明
（ボッシュ� 取締役会長）

〃 宮澤 政信
（マルキユー� 代表取締役社長）

※ 〃 斉藤 実
（AGS� 代表取締役副社長）

〃 神田 正
（�ハイデイ日高 代表取締役会長）

〃 栗田 敏寿
（東日本旅客�道� 執行役員大宮支社長）

〃 牛窪 啓詞
（�愛工舎製作所 代表取締役）

〃 横塚 正秋
（アサヒロジスティクス �代表取締役会長）

〃 増田 文治
（�マスダック 代表取締役社長）

※ 〃 川本 武彦
（�サイサン 代表取締役社長）

■専務理事
理 事（業務執行理事） 根岸 茂文

■監 事
中込 秀明（富士電子� 代表取締役社長）
松本伸一郎（�松本商会 代表取締役社長）

■名誉会長の委嘱
原 宏（武州瓦斯� 代表取締役会長）
利根 忠博（公立大学法人 埼玉県立大学 理事長）

■常任幹事２６名・幹事７１名の委嘱

■顧問の委嘱
栗原 �（太平洋セメント� 名誉顧問）
森谷 文昭（日本ピストンリング� 前会長）

目

次

頁

�
平
成
二
五
年
四
月
理
事
会
・
幹
事
会
開
催

１
〜
２

�
平
成
二
五
年
三
月
理
事
会
・
正
副
会
長
会

議
開
催

３
〜
７

�
平
成
二
四
年
度
第
一
三
回
・
第
一
四
回
・

第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
平
成
二
五

年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
平
成
二

四
年
度
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
、
平
成
二

四
年
度
第
七
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
、
第
七
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
、
第

三
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

８
〜
１２

�
青
年
経
営
者
部
会
・
特
別
講
演
会

１３

�
第
二
六
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い

１４
〜
１５

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
・
決
勝

１６

�
新
入
社
員
研
修
開
催

１７

�
第
三
四
次
小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集１７

�
「
こ
の
人
」
む
さ
し
証
券
・
小
�
社
長
、

企
業
紹
介

１８
〜
１９

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

２０

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
」２１

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直
し
・
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

２２
〜
２４

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況

２５
〜
２７

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２８
〜
２９

�
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
・

学
生
受
入
の
お
願
い
、
こ
ん
な
と
き
に
こ

ん
な
こ
と
を
！

３０

�
事
業
だ
よ
り
、
労
働
保
険
年
度
更
新
の
広

報
、
広
告

３１

�
告
知
板
、
埼
玉
音
協

３２

役員の選任（平成２５年５月９日開催の定時総会を経て正式に就任予定）※が新任役員

第１回理事会で委嘱が承認（委嘱日 平成２５年５月９日）

― ２ ―
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三
月
二
二
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら
正
副

会
長
会
議
が
、そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か
ら
理

事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
役
員
の
改
選

時
期
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
昨
年
役
員
の
大
幅
増
員
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
年
五
月
の
定
時
総
会
に
改
選

期
を
迎
え
る
役
員
と
来
年
の
定
時
総
会
ま
で

任
期
を
有
す
る
役
員
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な

り
、
改
選
期
を
統
一
す
る
観
点
か
ら
、
来
年

改
選
期
を
迎
え
る
役
員
も
含
め
、
本
年
五
月

の
定
時
総
会
を
改
選
期
と
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。

ま
た
、
五
月
の
定
時
総
会
以
降
、
役
員
が

異
動
等
に
よ
り
そ
の
職
を
離
れ
た
場
合
は
、

原
則
十
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
そ
の
後

任
者
を
役
員
に
選
出
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
等
に
つ
い
て
ご
協
議
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
、
理
事
会
で
は
、
西

村
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
議
案
の
審
議

に
入
り
、
事
務
局
よ
り
、
平
成
二
五
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
等
の
五
議
案
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承

認
・
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
出
席
者
は
、
正
副
会
長
会
議
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
十
六
名
、
理
事
会
が
三

四
名
（
委
任
状
出
席
八
三
名
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
理
事
会
の
議
事
録
署
名
人
は
、
理
事

の
�
フ
ル
プ
ラ
代
表
取
締
役
社
長
の
古
澤
正

弘
氏
、
同
じ
く
理
事
の
望
月
印
刷
�
代
表
取

締
役
社
長
望
月
諭
氏
に
務
め
て
い
た
だ
い
た
。

理
事
会
の
議
案
は
次
の
通
り
。

�
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画

�
平
成
二
五
年
度
収
支
予
算

�
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任

�
新
会
員
の
承
認

�
常
勤
理
事
の
平
成
二
五
年
度
報
酬
額
（
年

九
百
万
円
）
の
決
定

理
事
会
終
了
後
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学

准
教
授
の
道
下
徳
成
氏
よ
り
「
日
本
の
あ
る

べ
き
安
全
保
障
政
策
と
は
〜
中
国
の
軍
事
大

国
化
と
日
米
同
盟
の
将
来
像
を
踏
め
て
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

�
中
国
の
台
頭
と
軍
事
戦
略
の
変
化

�
日
本
の
防
衛
戦
略
と
今
後
の
課
題

�
尖
閣
問
題
を
め
ぐ
る
今
後
中
国
の
動
向
と

安
倍
政
権
の
取
る
べ
き
防
衛
政
策

平
成
２５
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

平
成
２５
年
度
の
日
本
経
済
は
、
海
外
経
済

の
回
復
に
よ
る
輸
出
の
持
ち
直
し
、
円
相
場

の
下
落
を
背
景
と
す
る
輸
出
環
境
の
改
善
、

復
興
事
業
の
執
行
に
伴
う
公
的
需
要
の
増
加
、

さ
ら
に
は
政
府
の
経
済
対
策
を
好
感
し
た
消

費
者
マ
イ
ン
ド
の
改
善
を
通
じ
個
人
消
費
が

緩
や
か
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
経

済
成
長
率
は
２
％
台
前
半
、
名
目
経
済
成
長

率
も
２
％
程
度
と
順
調
に
推
移
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
を
展
望
す
る
と
、
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
安
倍
首
相
の
交
渉
参
加
表
明
な
ど
一
部

に
期
待
感
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
高
い
法

人
税
率
、
労
働
規
制
、
電
力
不
足
と
値
上
げ
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
新
興
国
の
台

頭
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴
う
内
需
の

縮
小
な
ど
諸
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
先
行

き
に
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
埼
玉
県
で
は
上
田
知

事
の
も
と
、
最
優
先
課
題
で
あ
る
「
経
済
の

再
生
」
に
向
け
、
企
業
の
海
外
進
出
支
援
、

女
性
の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
な
ど
産
業
・

雇
用
分
野
に
重
点
を
置
き
、
埼
玉
エ
コ
タ
ウ

ン
、
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
、
健
康
長
寿

埼
玉
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す

る
安
心
・
成
長
・
自
律
自
尊
の
埼
玉
の
実
現

に
向
け
た
各
種
施
策
が
策
定
・
推
進
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
、
今
後
の
企
業
経
営
に
目
を
転
じ

る
と
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
・
３
Ｄ
生
産
革
命
の

進
行
、
生
産
・
販
売
・
開
発
等
に
関
わ
る
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
、
さ
ら
に
は
ネ
ッ
ト
と

リ
ア
ル
を
融
合
し
た
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
コ
マ

ー
ス
手
法
の
導
入
な
ど
、
経
営
環
境
は
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
を
遂
げ
て
お
り
、
新
た
に

企
業
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
益
々
高
度
化

か
つ
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
持
続
的
に
企
業
を
成
長

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
環
境
を
危
機

と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
間
断
な
く
事
業
構
造
を
見
直
す

と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な

対
応
と
産
業
構
造
の
変
革
を
踏
ま
え
た
、
技

術
革
新
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど
、

ま
さ
に
	
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン


の
実
現
を
通

じ
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
策
定
、
実
行
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
２５
年
度
は
、
会
員
企

業
と
県
、
国
、
大
学
等
々
多
方
面
の
	
外
部

の
知


の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ー
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
共
創
・
協
業
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら

に
強
化
・
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
も
、
従
来
以
上
の
積
極
的
な

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

活
動
理
念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
経

済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る
と

と
も
に
県
政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学

そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連
携
を
図

り
、
県
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
。

平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
四
年
度
第
四
回
理
事
会

―
本
年
五
月
の
定
時
総
会
で
全
役
員
を
改
選
〜
正
副
会
長
会
議
で
決
定理事会

理
事
会
開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

正
副
会
長
会
議

講
演
す
る
道
下
徳
成
氏

― ３ ―



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

事
業
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

１
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
実
現
へ
向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、

会
員
企
業
同
士
の
情
報
交
換
機
会
の
充
実
と

産
業
界
と
県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も

の
つ
く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
組
む
。

２
�
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
委
員
会
活
動
等
を
通

じ
た
情
報
提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
高
度
化
か

つ
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た
め
に
、

埼
玉
県
、
国
、
各
種
研
究
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
委
員
会
活
動

の
充
実
を
通
じ
、
各
種
情
報
提
供
機
能
を
強

化
・
拡
充
し
て
い
く
。

３
�
安
定
し
た
組
織
・
経
営
基
盤
の
構
築

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
、
会

員
増
強
等
を
通
じ
て
よ
り
安
定
し
た
組
織
・

経
営
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
。

４
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
そ

の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・

集
約
し
、
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

５
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を
は
じ

め
多
種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等
の
公
設
委

員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に

努
め
て
い
く
。

６
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、
ベ
ー
ス
と
な
る
人
事

労
務
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、

埼
玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼
玉
と
の
連

携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、

高
校
生
の
就
職
支
援
等
の
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

事
業
計
画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
主
要
会
議
の
開
催

�
定
時
総
会

�
理
事
会

�
幹
事
会

�
新
年
会
員
懇
談
会

２
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協
議
会
等

の
開
催

�
企
業
戦
略
研
究
会

�
産
業
教
育
委
員
会

�
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

�
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

�
人
事
労
務
委
員
会

	
地
域
社
会
問
題
委
員
会



会
員
増
強
委
員
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）


そ
の
他

３
�
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明
会
等
の

開
催

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
特
別
セ
ミ
ナ
ー

�
講
演
会
・
説
明
会

�
そ
の
他

４
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

�
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協
議
会

�
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議
会

�
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推

進
機
構
連
携
拠
点
推
進
委
員
会

５
�
日
本
経
団
連
関
連

�
幹
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

�
経
済
政
策
・
中
小
企
業
・
社
会
保
障
・

環
境
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
等

�
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
�
県
関
連

�
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業

�
労
働
委
員
会

�
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

�
そ
の
他

７
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

�
情
報
交
換
会

８
�
関
東
財
務
局
関
連

�
情
報
交
換
会

９
�
埼
玉
労
働
局
関
連

�
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

�
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

�
そ
の
他

１０
�
連
合
埼
玉
関
連

�
意
見
交
換
会

�
�
講
座
・
講
習
事
業
等

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
管
理
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
第
３１
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・

現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座

�
労
働
法
・
労
務
関
係
・
法
規
講
座

�
賃
金
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
・
中
堅
リ
ー

ダ
ー
研
修

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修２

�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
３４
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前
通

信
教
育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋
上
・

島
内
研
修
）

�
第
２７
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
４１
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
県
と
の
共
同
事
業

１
�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１
年

２
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

�
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報
・
結
果

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
状
況

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
状
況

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

３
�
企
業
経
営
動
向
調
査

４
�
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
」
調
査

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

�
審
議
会
等
の
資
料
作
成

�
�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

愈

著
・
当
会
編
「
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の
紹

介
、
普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、
資

料
�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

	
�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど
資

格
者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、

貸
出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ
の

協
力

７
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス



�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活
性

化
と
会
員
参
加
の
促
進

�
�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強
化
、

情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協
と

の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推
薦

と
連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と
の

連
絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動

�
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の

推
進

２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催

― ４ ―



企 業 の 産 業 教 育 支 援 策 の 概 要

□キャリア教育支援宣言企業の新設

�「キャリア教育支援宣言企業」を新設し、キャリア教育に積極的な企業をキャリア教育支援宣言企業として登録促進を図る。
□埼玉版キャリア教育アワードの新設

�「埼玉版キャリア教育アワード」を新設し、埼玉県内における企業の優れた教育支援活動の取組を表彰する。
□推進計画

�教育支援の対象は当面高校に限定し、将来的に中学校・小学校への対象拡大を検討する。
�２５年度上期は高校に対する企業の教育支援実績調査並びに「キャリア教育支援宣言企業」「埼玉版キャリア教育アワード」
の対象要件等の検討等を行い、「キャリア教育支援宣言企業」「埼玉版キャリア教育アワード」企業の登録・応募は下期開
始を目処とする。

使用者向けセミナー開催計画概要

□決定済スケジュール

�会場はいずれも新都心ビジネス交流プラザ �開催時間 １３：３０～１６：３０（３時間）

�７月５日�テーマ「労働法基礎セミナー」 �７月１２日�テーマ「就業規則整備・見直しのポイント」
�７月１９日�テーマ「労働時間管理の実務対応」

１．企業の産業教育支援策の策定・推進（埼玉県教育委員会との連携事業）～産業教育委員会活動の充実・強化
�キャリア教育支援宣言企業・埼玉版キャリア教育アワードの新設
企業の産業教育支援への取組強化を図るため、「キャリア教育支援宣言企業」、「埼玉版キャリア教育アワード」を新設、埼玉県
教育委員会と連携しつつ企業の登録・応募促進を図る。

�会員企業経営者等の高校生向け講演会への講師派遣
高校生の働き続ける意欲育成推進等を目的とする埼玉県教育委員会の事業に協力し、希望する高校へ講師として会員企業経営者
等を派遣する。（講演会開催回数最大３０回）
２．労働セミナーの新設（埼玉県勤労者福祉課・連合埼玉との共催事業）～人事労務委員会活動の充実・強化
職場における様々な問題の発生を未然に防止するとともに、問題発生時に自主的に解決できるような労使関係の確立を目指し新
設し、埼玉県内各地で開催。使用者向けセミナーは年間６回程度開催予定。

３．女性のキャリア継続支援策の推進（埼玉県ウーマノミクス課等との連携）～ウーマノミクス推進委員会活動の充実・強化
埼玉県ウーマノミクス課等との連携を強化し、２４年度の推進テーマであった「ポジティブ・アクション」に、女性のキャリア継
続のためのトレーニング、メンターの共有等の視点も加え、ウーマノミクス推進委員会プログラムの充実を図る。
４．「グローバル人材育成センター埼玉（仮称）」への積極的な参画（埼玉県国際課との連携事業）
～グローバル委員会活動の充実・強化
県内の外国人留学生と海外留学を経験した日本人学生をワンストップで支援するとともに就職支援を行う組織として「グローバ
ル人材育成センター埼玉」（仮称）が７月に設立する予定である。本センターの設立・運営に参画し、海外展開済並びに今後展開
予定の企業のグローバル人材採用ニーズに積極的に対応していく。

以 上

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同）
役員名 辞 任 会 社 名 役 職 名 事 由
常任理事 清水 秀樹 入間川ゴム� 代表取締役社長 人事異動
常任理事 和田 有二 日本通運�埼玉支店 支店長 人事異動
理 事 岡崎 正喜 日本電波工業�狭山事業所 取締役副社長狭山事業所長 会社事由
理 事 平野 賢一 �平野製作所 代表取締役社長 会社事由

２．選任（敬称略・順不同）
役員名 選 任 会 社 名 役 職 名 事 由
常任理事 細井 達男 入間川ゴム� 代表取締役社長 人事異動
常任理事 小泉 芳久 日本通運�埼玉支店 支店長 人事異動

平成２５年度の新規事業の概要について

― ５ ―



３月

下旬

○

中旬

○

○

�

�

上旬

○

○

○

２月

下旬

○

○

○

○

中旬

○

○

○

春 季
○

○

�

四者面談
○

○

上旬

○

○

○

労働法
○

（平成２５年）１月

下旬

○

○

中旬

○

�

�

上旬

�

１２月

下旬中旬

○

○

�

上旬

○

○

１１月

下旬

秋 季
○

○

リーダー
○

中旬

○

○

○

�

�

上旬

○

○

�～�

	

報告会
○

第４回
○

ゴルフ
○

１０月

下旬




�

�

賃金
○

フォロー
○

中旬

○



上旬

�

小笠原
�～	

９月

下旬

�

中旬

�

�

�

衛生
④⑤

第３回
⑲

上旬

��

�

�

― ６ ―



平成２５年度事業 実施計画表
８月

下旬

�

�

安全
�

第２回
�

中旬

�

上旬

�

衛生
�	

７月

下旬

幹事会
○


�

第１回
�

中旬



○

�

��

�

上旬

�

�

�

�

剣道
	

６月

下旬中旬

�



上旬

�

�

総会
�

説明会
�

ゴルフ
	

５月

下旬

�

�

�

�

中旬

�

�

�

上旬

�

（平成２５年）４月

下旬

�

�

中旬

�

�

�

上旬

�

�

新入社員
�

事業名

定時総会

理事会

新年会員懇談会

企業戦略研究会

産業教育委員会

グローバル委員会

CSR委員会

少子高齢化対策研究会

ウーマノミクス推進委員会

人事労務委員会

地域社会問題委員会

地区協議会
（中・西・南・北）

トップセミナー

特別セミナー

講演会・説明会

埼玉大学公開講座・
フォーラム

ものつくり大学
特別公開講座

幹事会

地方団体連絡協議会・
会長会議

関東経営者協会
専務理事会等

県首脳との懇談（随時）

新任校長研修等
県職員向け研修

人材交流事業・会議
（随時）

教員の長期派遣事業

インターンシップ説明
会・成果報告会

社会経済視察団

衛生管理者・安全管理者

人事・労務・総務・庶務
担当者養成講座

中堅リーダー研修・
賃金セミナー等

労働法関係講座

各種セミナー

小笠原洋上研修

生き生き職場体験交流の
集い

新入社員研修・
フォローアップ研修

剣道大会・ゴルフ大会

項目

会議等の
開催

委員会、研
究会地区協
議会の開催

セミナー・
講演会等の
開催

産学
連携事業

日本経済
団体連合会
関連

県関連

埼玉県大学生
インターンシ
ップ推進事業

海外視察

講座・
講習等

教育
啓発活動

文化・体育活動

会

務

事

業

― ７ ―



平
成
二
四
年
度
第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
わ
が
国
の
経
済
、財
政
、金
融
の
現
状
と
課
題
』

と
題
し
て
関
東
財
務
局
長
菅
野
良
三
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
』

を
テ
ー
マ
開
催

平
成
二
四
年
度
第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
三
月
四
日
�
一
四
時
よ
り
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
関
東
財
務
局
長
菅
野
良
三
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
わ
が
国
の
経
済
、

財
政
、
金
融
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て

開
催
さ
れ
、
七
二
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

菅
野
局
長
は
、
ま
ず
、
最
近
の
市
場
動

向
、
こ
れ
ま
で
の
デ
フ
レ
状
況
の
長
期
推

移
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
後
、「
大
胆
な

金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財
政
政
策
」「
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
の
三
本

の
矢
で
、
長
引
く
円
高
・
デ
フ
レ
不
況
か

ら
脱
却
し
、
雇
用
や
所
得
の
拡
大
を
目
指

す
、
安
倍
政
権
の
経
済
財
政
政
策
の
内
容

に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
る
説
明
を
さ
れ
、

最
後
に
日
本
経
済
の
現
状
と
今
後
の
動
向

（
概
要
は
後
記
参
照
）
に
言
及
さ
れ
講
演

を
終
了
し
た
。

□
日
本
経
済
の
現
状
と
今
後
の
動
向

◆
二
四
年
度
の
日
本
経
済
は
、
復
興
需
要

等
を
背
景
と
し
て
、
夏
場
に
か
け
て
回

復
に
向
け
た
動
き
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

世
界
経
済
の
減
速
等
を
背
景
と
し
て
輸

出
や
生
産
が
減
少
す
る
な
ど
、
景
気
は

弱
い
動
き
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
足
も

と
で
は
、
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
も
見
ら

れ
る
。

◆
二
五
年
度
の
日
本
経
済
は
、
世
界
経
済

の
緩
や
か
な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、

「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済

対
策
」（
二
五
年
度
一
月
閣
議
決
定
）

の
推
進
等
に
よ
り
、
着
実
な
需
要
の
発

現
と
雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
、
国
内
需

要
主
導
で
回
復
が
進
む
。

◆
内
需
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
が
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
日
銀
の

金
融
緩
和
と
相
ま
っ
て
、
消
費
者
物
価

は
緩
や
か
に
上
昇
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ

ー
タ
ー
は
一
六
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転

化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
デ

フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
に
向
か
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

◆
先
行
き
の
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
欧
州
の

政
府
債
務
問
題
等
、
海
外
経
済
を
巡
る

不
確
実
性
、
為
替
市
場
の
動
向
、
電
力

供
給
の
制
約
等
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
三
月
七
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
代

表
取
締
役
細
川
馨
氏
と
同
社
パ
ー
ト
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
の
加
地
照
子
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
等
が
行
わ
れ
、
四
三
名
が
参
加
し

た
。講

演
等
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
の
定

義企
業
の
ト
ッ
プ
及
び
経
営
幹
部
ク
ラ
ス

が
よ
り
一
層
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周

囲
に
肯
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
せ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
意
識
改
革
・
行
動
変
革
を
行

う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

◆
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
の

成
功
と
は

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
他
の
人
と
と
も
に
目

的
達
成
に
向
け
て
進
む
人
。
そ
し
て
、
成

功
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
前
は
自
分
自

身
が
成
長
す
る
こ
と
、
し
か
し
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
た
途
端
、
成
功
と
は
他
人
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

◆
あ
な
た
を
ト
ッ
プ
の
座
か
ら
遠
ざ
け
る

「
二
〇
の
悪
癖
」
と
は

１
�
極
度
の
負
け
ず
嫌
い
（
何
を
犠
牲
に

し
て
も
、
ど
ん
な
状
況
で
も
、
ま
っ
た

く
重
要
で
な
い
場
合
で
も
、
勝
ち
た
い

と
思
う
気
持
ち
）

２
�
何
か
ひ
と
こ
と
価
値
を
付
け
加
え
よ

う
と
す
る
（
ど
ん
な
こ
と
に
も
ち
ょ
っ

と
口
出
し
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持

ち
）

３
�
善
し
悪
し
の
判
断
を
下
す
（
他
人
を

評
価
し
て
自
分
の
基
準
を
他
人
に
押
し

付
け
よ
う
と
す
る
気
持
ち
）

４
�
人
を
傷
つ
け
る
破
壊
的
な
コ
メ
ン
ト

を
す
る
（
不
要
な
皮
肉
や
痛
烈
な
コ
メ

ン
ト
を
す
る
）

５
�「
い
や
」「
し
か
し
」「
で
も
」
で
文

章
を
始
め
る
（
こ
れ
ら
の
否
定
的
・
限

定
的
な
言
葉
を
使
い
す
ぎ
る
）

６
�
自
分
が
い
か
に
賢
い
か
を
話
す（
他

人
が
考
え
る
以
上
に
私
は
賢
い
ん
だ
と

見
せ
た
い
欲
望
）

７
�
腹
を
立
て
て
い
る
と
き
に
話
す（
感

情
的
な
興
奮
を
経
営
ツ
ー
ル
と
し
て
利

用
す
る
）

８
�
否
定
、
も
し
く
は
「
う
ま
く
い
く
わ

け
な
い
よ
。
そ
の
理
由
は
ね
」
と
言
う

（
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
否
定
的
な
考

え
を
吹
き
込
む
）

９
�
情
報
を
教
え
な
い
（
優
位
な
立
場
を

保
つ
た
め
に
情
報
を
他
人
と
共
有
し
な

い
）

１０
�
き
ち
ん
と
他
人
を
認
め
な
い
（
賞
賛

し
褒
章
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

１１
�
他
人
の
手
が
ら
を
横
取
り
す
る（
成

功
に
対
す
る
自
分
の
貢
献
度
を
過
大
評

価
す
る
一
番
い
や
な
手
口
）

１２
�
言
い
訳
を
す
る
（
不
愉
快
な
行
動
を
、

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
ま
れ
つ
き

の
も
の
と
し
て
片
づ
け
、
他
人
が
し
か

た
な
い
と
思
う
よ
う
に
さ
せ
る
）

１３
�
過
去
に
し
が
み
つ
く
（
自
分
の
過
去

の
出
来
事
や
人
の
せ
い
に
す
る
。
自
分

以
外
の
す
べ
て
の
せ
い
に
す
る
）

１４
�
え
こ
ひ
い
き
す
る
（
誰
か
を
不
公
平

に
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な

い
）

ワークも行われた

講演風景

講
演
す
る
菅
野
良
三
関
東
財
務
局
長

講
演
す
る
加
地
照
子
氏

― ８ ―



平
成
二
四
年
度
第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
習
近
平
政
権
下
の
中
国
政
治
経
済
情
勢
と

日
本
経
済
、日
本
企
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
・

研
究
主
幹
瀬
口
清
之
氏
が
講
演

１５
�
す
ま
な
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
を
表

さ
な
い
（
自
分
の
行
動
に
責
任
を
取
ら

な
い
、
間
違
い
を
認
め
な
い
）

１６
�
人
の
話
を
聞
か
な
い
（
職
場
の
人
に

対
し
て
敬
意
を
払
わ
な
い
、
も
っ
と
受

動
攻
撃
的
な
形
）

１７
�
感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
な
い
（
非
常

に
基
本
的
な
悪
い
マ
ナ
ー
）

１８
�
八
つ
当
た
り
す
る
（
罪
の
な
い
人
を

攻
撃
し
た
い
と
い
う
誤
っ
た
欲
望
）

１９
�
責
任
回
避
す
る
（
自
分
以
外
の
人
み

ん
な
を
責
め
る
）

２０
�
「
私
は
こ
う
な
ん
だ
」
と
言
い
過
ぎ

る
（
欠
点
を
ま
る
で
長
所
の
よ
う
に
ほ

め
そ
や
す
。
そ
れ
が
自
分
な
ん
だ
と
主

張
す
る
）

◆
人
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
の
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト

１
�
部
下
に
仕
事
を
任
せ
る
時
、
そ
の
仕

事
を
ど
う
や
っ
て
欲
し
い
か
、
時
間
を

か
け
て
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
ま
す

か
？

２
�
あ
な
た
と
あ
な
た
の
チ
ー
ム
が
つ
く

り
出
し
た
成
功
と
い
う
大
切
な
ギ
フ
ト

を
詰
め
た
宝
石
箱
を
美
し
い
リ
ボ
ン
で

（
�
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」）
で
飾

っ
て
い
ま
す
か
？

３
�
称
賛
を
大
盤
振
る
舞
い
し
て
い
ま
す

か
？

４
�
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
は
、
会
議
の
席

に
い
た
誰
か
が
よ
く
考
え
た
コ
メ
ン
ト

を
し
て
刺
激
さ
れ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

５
�
な
ぜ
家
族
よ
り
も
犬
が
あ
な
た
の
関

心
を
引
く
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

６
�
謝
罪
す
る
こ
と
で
、
戦
い
に
負
け
た

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

７
�
他
人
に
対
し
て
頼
り
に
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
ま
す
か
？

８
�
相
手
の
姓
と
名
前
を
会
話
の
中
で
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
か
？

９
�「
君
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
ん

だ
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
代
わ
り
に
、

「
あ
り
が
と
う
。
そ
の
点
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
か
？

１０
�
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
「
す
ば
ら

し
い
！
」
と
メ
モ
を
つ
け
て
返
し
て
い

ま
す
か
？

平
成
二
四
年
度
第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
三
月
一
二
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
習
近
平
政
権
下
の
中
国
政

治
経
済
情
勢
と
日
本
経
済
、
日
本
企
業
へ

の
影
響
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
習
近
平
を
ト
ッ

プ
す
る
中
国
の
新
指
導
部
ス
タ
ー
ト
を
機

に
、
今
後
、
新
政
権
が
打
ち
出
す
経
済
・

外
交
政
策
如
何
に
よ
っ
て
は
日
本
経
済
・

日
本
企
業
の
今
後
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
、
中
国
経
済
・
日
米
中
外
交
研
究
の

日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
・
研
究
主
幹
瀬
口
清

之
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
開
催
し
た
も

の
で
、
七
九
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

■
中
国
経
済
の
現
状

◆
生
産
・
輸
出
・
投
資
・
消
費
の
推
移
を

み
る
と
、
中
国
経
済
は
、
二
〇
一
二
年

八
月
を
ボ
ト
ム
に
上
向
い
て
い
る
。

景
気
押
し
上
げ
の
要
因
と
し
て
は
、「
金

融
緩
和
を
背
景
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
建
設

の
増
加
」「
住
宅
投
資
の
拡
大
」「
雇
用

の
拡
大
、
賃
金
上
昇
に
よ
る
所
得
環
境

の
良
好
さ
を
背
景
と
す
る
消
費
の
堅

調
」「
輸
出
の
若
干
の
回
復
」
の
四
点

で
あ
る
。

◆
中
国
経
済
の
成
長
率
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン

さ
せ
る
要
因
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
、

生
産
性
の
低
い
農
業
部
門
か
ら
生
産
性

の
高
い
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
移
動
が

進
み
農
業
部
門
の
余
剰
労
働
力
が
な
く

な
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
ル
イ
ス
の
転

換
点
」
到
達
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
国

経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
進
行
に
伴
い
、
都

市
・
農
村
の
雇
用
労
働
者
が
順
調
に
増

加
し
て
お
り
、
現
状
大
き
な
懸
念
と
な

っ
て
い
な
い
。

◆
た
だ
、
今
後
の
景
気
拡
大
を
考
え
る
と
、

鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ
ス
、
自
動
車

等
の
産
業
を
中
心
と
す
る
「
過
剰
設
備

の
調
整
」、「
輸
出
の
伸
び
悩
み
」、
沿

海
部
の
主
要
大
都
市
を
中
心
と
す
る

「
住
宅
取
引
規
制
の
継
続
」
等
が
足
枷

要
因
と
な
る
。

◆
二
〇
一
三
年
の
中
国
経
済
見
通
し
と
し

て
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
八
・
二

％
〜
八
・
五
％
、
消
費
者
物
価
上
昇
率

は
三
・
〇
％
程
度
、
貿
易
黒
字
は
、
二

一
〇
〇
億
ド
ル
と
い
う
の
が
基
本
シ
ナ

リ
オ
と
考
え
ら
れ
る
。

■
習
近
平
政
権
の
課
題

◆
国
有
企
業
改
革

中
国
で
は
、
現
状
国
有
企
業
が
優
遇
政

策
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
。
非
効
率
で

競
争
力
の
な
い
企
業
は
本
来
市
場
競
争
の

中
で
淘
汰
さ
れ
、
倒
産
す
る
こ
と
に
よ
り

経
済
全
体
の
効
率
が
向
上
す
る
は
ず
で
あ

る
が
、
国
有
企
業
、
政
府
が
保
護
す
る
民

営
企
業
等
が
不
採
算
と
な
っ
て
も
、
中
国

の
中
央
・
地
方
政
府
は
雇
用
等
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
倒
産
さ
せ
ず
に
、
行
政
手
段

に
よ
る
延
命
措
置
を
取
っ
た
り
、
も
し
く

は
体
力
の
あ
る
優
良
企
業
に
よ
る
吸
収
合

併
で
救
済
す
る
と
い
う
事
例
が
目
立
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
の
産
業
競
争
力
の
低

下
を
通
じ
て
、
経
済
全
体
の
効
率
低
下
を

招
来
さ
せ
る
。

◆
過
剰
設
備
の
調
整

国
有
企
業
、
民
営
企
業
を
問
わ
ず
、
中

央
・
地
方
政
府
の
税
金
優
遇
政
策
、補
助
金

等
に
よ
り
特
定
産
業
が
保
護
さ
れ
、
結
果

的
に
過
剰
設
備
を
抱
え
て
い
る
。
企
業
自

身
が
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
気

づ
い
て
減
産
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
、
地

方
政
府
は
減
産
に
よ
り
地
元
の
関
連
企
業

に
悪
影
響
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
、
減
産
を
認

め
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
状
態
は
い
ず
れ
限
界
を
迎
え
る
。

◆
金
融
自
由
化
の
推
進

二
〇
一
三
年
は
金
融
自
由
化
が
加
速
し

始
め
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

金
融
自
由
化
に
よ
り
金
融
機
関
相
互
間
の

競
争
が
促
進
さ
れ
、
金
融
機
関
の
収
益
は

圧
迫
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
多
く
の
金
融

機
関
の
高
収
益
水
準
は
是
正
さ
れ
、
一
部

の
競
争
力
の
な
い
金
融
機
関
は
経
営
が
悪

化
す
る
懸
念
が
あ
る
。
金
融
機
関
の
経
営

状
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
政
府
が
金
融
自

由
化
を
推
進
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
で

あ
る
。

◆
所
得
格
差
の
是
正

中
国
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
所
得
格
差

是
正
の
た
め
に
は
、
所
得
再
分
配
を
更
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
政
策
は
、
�
所
得
税
の
税
率
の
引
き
上

げ
、
�
相
続
税
・
贈
与
税
の
導
入
、
�
不

動
産
保
有
税
の
全
国
化
（
現
在
は
上
海
と

重
慶
の
み
）
な
ど
の
税
制
改
革
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
富
裕
層
の
抵
抗
が
強
く
、
実
施

は
難
し
い
と
み
ら
れ
る
。

◆
環
境
問
題
の
改
善

中
国
の
環
境
汚
染
は
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｍ
二
・
五
等
の
測
定
指
標

導
入
を
通
じ
た
大
気
汚
染
の
実
態
把
握
強

化
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
規
制
の
強
化
、
都
市
の

汚
水
処
理
能
力
の
増
強
等
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

◆
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
は
、

行
政
機
関
と
国
有
企
業
は
抵
抗
勢
力
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
抵
抗

を
克
服
し
て
改
革
を
実
施
す
る
に
は
、

習
近
平
政
権
の
政
治
力
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
習
近
平
、

李
克
強
は
言
葉
の
上
で
は
、
決
然
と
し

た
姿
勢
を
表
明
し
て
い
る
が
、
具
体
策

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
期
待
通
り
に
改

革
が
実
行
で
き
る
か
ど
う
か
は
未
知
数

で
あ
る
。

講
演
す
る
瀬
口
清
之
氏

講
演
す
る
細
川
馨
氏

― ９ ―



平
成
二
五
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
実
行
と
責
任
〜
日
本
と
日
本
企
業
が
立
ち

直
る
た
め
に
』と
題
し
て
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
教
授
清
水
勝
彦
氏
が
講
演

■
日
本
企
業
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

◆
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
万
ド
ル
を
超

え
る
主
要
都
市
が
増
加
し
て
お
り
、

二
〇
一
三
年
に
は
、
累
計
で
三
五
市

と
な
り
、
そ
の
人
口
は
日
本
の
総
人

口
の
二
倍
近
い
、
二
億
三
千
万
人
に

達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

◆
こ
れ
に
伴
い
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の

価
格
帯
が
急
速
に
上
昇
し
、
例
え
ば
自

動
車
の
売
れ
筋
価
格
帯
も
二
〇
一
〇
年

の
五
万
元
か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
は
一

〇
万
元
と
倍
増
、
中
国
都
市
住
民
の
日

本
製
品
へ
の
購
買
姿
勢
も
、従
来
の「
日

本
の
も
の
は
質
が
良
い
が
高
い
�
買
わ

な
い
」
か
ら
「
日
本
の
も
の
は
ち
ち
ょ

っ
と
高
い
が
質
が
い
い
�
買
う
」
に
変

化
し
て
き
て
い
る
。

◆
中
国
は
賃
金
・
不
動
産
価
格
上
昇
に
よ

り
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
加
工
貿
易

型
産
業
は
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
、
労
働
集
約
型
産

業
を
中
心
に
�
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
�
と
表
現
さ
れ
る
、
ア
セ
ア
ン
諸
国

へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
進
む
も
の
と
想
定

さ
れ
る
が
、
ア
セ
ア
ン
に
は
日
本
企
業

が
高
付
加
価
値
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

販
売
す
る
市
場
が
十
分
に
育
っ
て
お
ら

ず
、
当
面
、
中
国
の
消
費
市
場
と
し
て

の
重
要
性
は
低
下
す
る
も
の
で
は
な
い
。

◆
尖
閣
問
題
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
自
動

車
産
業
で
は
依
然
、
販
売
が
前
年
割
れ

の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
政
府
調
達
、

ギ
フ
ト
、
観
光
面
で
も
影
響
が
残
る
も

の
の
、
そ
れ
以
外
の
産
業
で
は
、
既
に

正
常
化
し
て
き
て
い
る
。

◆
中
国
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
日
本
企

業
が
、
一
度
進
出
す
る
と
撤
退
し
な
い
、

企
業
業
績
が
堅
調
で
あ
る
、
従
業
員
の

教
育
・
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

等
の
理
由
か
ら
、
中
央
政
府
、
地
方
政

府
と
も
に
諸
外
国
と
の
比
較
で
は
、
日

本
企
業
の
投
資
を
最
も
歓
迎
し
て
い
る
。

◆
日
本
企
業
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
現
地

化
し
、
現
地
ト
ッ
プ
に
権
限
移
譲
す
る

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
企
業
へ
の
転
換
に

成
功
し
た
�
勝
ち
組
企
業
�
と
、
現
地

化
が
遅
れ
、
現
地
ト
ッ
プ
に
権
限
移
譲

を
し
な
い
内
向
き
経
営
の
�
負
け
組
�

企
業
に
二
極
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

◆
中
国
の
高
度
成
長
が
続
く
の
は
二
〇
二

〇
年
頃
ま
で
で
あ
り
、
徐
々
に
成
長
率

は
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
中

国
に
本
格
的
に
取
り
組
む
企
業
は
相
当

の
覚
悟
が
必
要
な
局
面
に
入
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
技
術
力
を

有
す
る
企
業
を
除
く
と
、
既
に
業
績
急

拡
大
を
得
ら
れ
る
特
急
列
車
は
な
く
、

各
駅
停
車
に
乗
っ
て
も
が
ん
ば
り
抜
く

覚
悟
が
な
か
れ
ば
、
進
出
し
な
い
方
が

無
難
。

平
成
二
五
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
四
月
三
日
�
一
四
時
よ
り
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理

研
究
科
教
授
清
水
勝
彦
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
実
行
と
責
任
〜
日
本
と
日

本
企
業
が
立
ち
直
る
た
め
に
」
と
題
し
て

開
催
さ
れ
、
六
一
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
組
織
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
日
本
社
会

に
お
い
て
、
責
任
の
話
は
二
つ
の
意
味

の
内
の
一
つ
、
つ
ま
り
「
失
敗
の
原
因

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
担
当
者
が
失
敗

し
制
裁
を
受
け
る
」
と
い
う
意
味
で
理

解
さ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
で
あ
り
、

も
う
一
つ
の
重
要
な
意
味
で
あ
る
「
引

き
受
け
て
な
す
べ
き
任
務
」
と
い
う
点

は
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な

い
。
し
か
し
、
組
織
の
成
功
の
た
め
に

は
、「
こ
の
引
き
受
け
て
な
す
べ
き
任

務
」
と
い
う
責
任
を
持
つ
こ
と
が
、「
責

任
を
と
る
」
こ
と
と
同
じ
か
そ
れ
以
上

に
重
要
で
あ
る
。

◆
組
織
に
属
す
限
り
、「
責
任
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
責
任
の
大
き
い
、
小
さ
い
は
あ
る
。

た
だ
、
や
っ
て
い
る
こ
と
が
小
さ
い
、

ル
ー
テ
ィ
ン
仕
事
だ
か
ら
「
責
任
が
な

い
」
と
社
員
が
思
っ
た
瞬
間
、
組
織
に

は
水
漏
れ
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
本
来

現
場
で
な
く
て
は
わ
か
ら
な
い
顧
客
ニ

ー
ズ
の
変
化
、
競
合
の
動
向
と
い
っ
た

情
報
、
肌
感
覚
が
上
部
に
伝
わ
ら
な
く

な
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ
ら
に
、
現

場
、
下
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
、

上
司
、
あ
る
い
は
会
社
の
や
り
方
の
変

化
、
慢
心
、
あ
る
い
は
雰
囲
気
が
悪
く

な
る
と
い
う
こ
と
も
、「
ど
う
せ
責
任

が
な
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
見
過
ご

さ
れ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
、「
責
任
」

と
は
経
営
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

現
場
の
一
人
ひ
と
り
が
ど
れ
だ
け
「
責

任
」
を
感
じ
て
い
る
か
が
、
組
織
の
強

さ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
の
で
あ
る
。

◆「
責
任
を
持
っ
て
達
成
し
た
い
」
と
い

う
心
を
培
う
た
め
に
よ
り
根
本
的
に
必

要
な
の
は
、
一
つ
は
仕
事
の
目
的
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、「
達
成
感
を
味
あ
わ
せ
る
」
こ

と
で
あ
る
。

◆
組
織
に
お
い
て
は
、
誰
か
が
す
る
だ
ろ

う
と
い
う
「
責
任
の
分
散
」
が
生
じ
る
。

こ
の
代
表
的
な
事
例
が
会
議
で
あ
り
、

稟
議
書
で
あ
る
。
少
し
で
も
関
係
あ
り

そ
う
な
部
署
に
は
、
必
ず
会
議
に
出
て

も
ら
う
。
あ
る
い
は
、
稟
議
書
に
ハ
ン

コ
を
押
し
て
も
ら
う
、そ
れ
は
本
来「
全

社
一
丸
と
な
っ
て
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
理
由
で
あ
る
が
、

実
質
は
、後
で「
俺
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
言
い
訳
を
さ
れ
た
り
、「
俺
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
何
を
し
て
い
る
」
と
い

う
ク
レ
ー
ム
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
に

活
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
つ
ま

り
「
全
員
の
責
任
だ
と
い
う
の
は
誰
に

も
責
任
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
責
任
逃
れ
、
責
任
の

希
薄
化
の
た
め
に
「
全
社
一
丸
」
は
多

く
の
弊
害
を
生
み
出
す
。

◆
組
織
力
を
高
め
る
と
は
、
目
的
達
成
の

た
め
に
、
そ
こ
に
集
ま
る
多
様
な
個
人

の
力
を
結
集
し
、
個
人
の
総
和
以
上
の

力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た 講演を真剣に聞く参加者

講
演
風
景

講
演
す
る
清
水
勝
彦
氏

会
場
か
ら
は
質
問
も
出
さ
れ
た
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第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
改
正
労
働
法
説
明
会
』開
催

第
七
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
企
業
を
成
長
に
導
く

女
性
活
躍
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

め
に
は
、
ま
ず
組
織
の
目
的
が
明
確
に

共
有
さ
れ
、
個
人
の
一
人
ひ
と
り
の
役

割
が
は
っ
き
り
認
識
さ
れ
、
そ
の
役
割

が
全
力
で
果
た
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
、「
個
人
個
人
に
明
確
に
役

割
が
分
担
さ
れ
、
そ
の
役
割
が
果
た
さ

れ
る
こ
と
」
イ
コ
ー
ル
組
織
力
が
高
い

と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。

◆
組
織
力
は
「
分
担
」
さ
れ
た
個
人
の
役

割
が
、
組
織
と
し
て
「
統
合
」
さ
れ
て

初
め
て
発
揮
で
き
る
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
組
織
に
お
い
て
は
「
分

業
」「
専
門
」
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く

が
、「
結
び
つ
け
る
」「
統
合
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
十
分
な
注
意
が
は
ら
わ

れ
て
い
な
い
。
役
割
分
担
や
組
織
図
を

変
え
て
も
問
題
が
解
決
し
な
い
の
は
、

結
局
組
織
力
と
は
「
部
門
間
の
統
合
」

を
ど
う
す
る
か
に
カ
ギ
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

◆
組
織
力
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
組

織
の
中
で
の
役
割
が
分
担
さ
れ
、
き
っ

ち
り
と
果
た
さ
れ
、
さ
ら
に
役
割
の
隙

間
や
あ
る
い
は
時
に
対
立
す
る
役
割
間

の
利
害
が
統
合
さ
れ
て
、
組
織
の
目
的

を
総
合
的
に
達
成
す
る
態
勢
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
る
。

◆
ト
ッ
プ
の
給
料
が
会
社
の
中
で
誰
よ
り

も
高
い
の
は
、「
誰
も
が
し
た
く
な
い

仕
事
」
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
長
の
仕
事
の
本

質
は
、「
難
し
い
判
断
」「
人
に
嫌
わ
れ

る
決
断
」
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
先

送
り
」
を
す
る
ト
ッ
プ
と
は
、
実
は
全

く
決
断
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、「
決

断
を
し
な
い
と
い
う
決
断
」「
時
間
を

浪
費
す
る
と
い
う
決
断
」「
手
遅
れ
に

な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
決
断
」

を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

◆
組
織
を
守
る
ト
ッ
プ
の
使
命
は
、「
み

ん
な
と
同
じ
よ
う
に
痛
み
を
感
じ
る
」

な
ど
と
い
う
楽
な
も
の
で
は
な
く
、
不

確
実
な
状
態
で
か
つ
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を

伴
っ
た
決
断
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
何

と
言
わ
れ
よ
う
と
、
優
先
順
位
を
つ
け
、

資
源
を
不
公
平
に
配
分
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
競
争
に
勝
ち
残
り
、

組
織
を
幸
せ
に
す
る
唯
一
の
道
な
の
で

あ
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
お
互
い

の
考
え
方
の
違
い
を
明
確
に
し
、
創
造

力
を
発
揮
し
て
合
意
に
達
す
る
協
力
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
見
が

対
立
す
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
対

立
か
ら
創
造
が
始
ま
る
と
い
う
よ
り
も
、

対
立
が
あ
る
か
ら
創
造
が
あ
る
の
で
あ

る
。
組
織
に
お
け
る
信
頼
と
は
、
無
条

件
に
相
手
の
言
う
こ
と
に
合
意
す
る
こ

と
で
は
決
し
て
な
く
、
相
手
の
意
見
に

反
対
し
た
り
、
あ
る
い
は
相
手
が
嫌
が

る
意
見
を
言
っ
て
も
相
手
は
わ
か
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

◆
日
本
の
現
場
、
人
材
が
優
秀
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
組
織
力
が
弱
い
と
い

わ
れ
る
原
因
の
一
つ
は
、
対
立
を
避
け

て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

対
立
す
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
す
る
。
さ
ら
に
、
対
立
を
対
立
で
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
お
互
い
の
話
、

意
見
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
そ
の
前
提
と

自
分
の
前
提
を
よ
く
見
比
べ
、
よ
り
高

次
の
、
組
織
の
方
向
性
を
探
る
不
断
の

努
力
が
必
要
と
な
る
。
あ
る
意
味
、
対

立
、
異
な
っ
た
意
見
は
「
改
善
」
の
機

会
で
あ
り
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
「
あ
の

時
や
っ
て
お
け
ば
」
と
後
悔
す
る
前
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
仲
間
意
識
と
か
和
と
か
、
さ
ら
に
言
え

ば
、
他
人
の
気
持
ち
を
慮
る
と
い
う
姿

勢
は
、
日
本
人
の
美
徳
で
あ
る
。
震
災

の
時
も
そ
の
美
徳
は
最
大
限
に
生
か
さ

れ
た
気
が
す
る
。
た
だ
、
往
々
に
し
て

強
み
と
弱
み
は
紙
一
重
。
あ
る
局
面
で

は
強
み
だ
っ
た
も
の
が
、
別
の
局
面
で

は
弱
み
に
な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
今
の
日
本
の
全
て
の
組

織
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
目

的
を
共
有
し
た
上
で
の
対
立
」
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

平
成
二
四
年
度
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

は
、
三
月
十
一
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
四
月
一
日
施
行
の
労
働
契
約

法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
等
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、七
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

説
明
者
は
、「
労
働
契
約
法
」
が
労
働

基
準
部
監
督
課
特
別
司
法
監
督
官
の
茂
野

和
信
氏
、「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
は
、

職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
高
齢
者
対
策
担

当
官
の
森
常
夫
氏
、「
労
働
者
派
遣
法
」

は
、
職
業
安
定
部
需
給
調
整
事
業
室
需
給

調
整
指
導
官
の
佐
藤
浩
二
氏
の
三
氏
に
務

め
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
二
四
年
度
第
六
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
推
進
委
員
会
は
、
三
月
八
日
�
一
三
時

三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
�独
国
立
女
性
教

育
会
館
と
の
共
催
で
「
企
業
を
成
長
に
導

く
女
性
活
躍
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
基

調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
五
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
内
海
房
子
�独
国
立

女
性
教
育
会
館
理
事
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
国
立
女
性
教
育
会
館
の
役
割
」
と
題
し

て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

内
海
氏
か
ら
は
、
ま
ず
、
国
立
女
性
教

育
会
館
が
わ
が
国
唯
一
の
男
女
共
同
参

画
・
女
性
教
育
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
女
性
教
育
の
振
興
を
通
じ
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
促
進
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
い
る
中
で
、
今
後
は
企
業
を
対

象
と
し
た
研
修
も
強
化
し
て
い
く
旨
説
明

佐
藤
浩
二
氏

講
演
を
す
る
内
海
房
子
国
立
女
性
教
育

会
館
理
事
長

茂
野
和
信
氏

森
常
夫
氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
パ
ク
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
氏

井
手
明
子
氏
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第
七
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

第
三
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

『
シ
ニ
ア
消
費
の
現
状
と
将
来
』と
題
し
て

�
三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

高
橋
寿
夫
氏
が
講
演
開
催

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
学
を
卒
業
し

て
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｃ
へ
の
入
社
、
そ
の
後
前
職

で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
社
長
と
な

る
ま
で
の
体
験
を
語
り
つ
つ
、
企
業
に
お

け
る
女
性
活
躍
の
促
進
の
た
め
に
は
、
中

間
管
理
職
が
鍵
を
握
る
こ
と
、
そ
し
て
女

性
自
身
も
自
分
の
力
を
信
じ
未
知
の
世
界

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
す
る
二
〇

一
二
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に

お
い
て
、
日
本
が
一
三
五
カ
国
中
一
〇
一

位
と
低
迷
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
一

〇
一
位
の
衝
撃
〜
日
本
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
推
進
の
現
状
と
課
題
―
国
際
比
較
を

交
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
パ
シ
ョ
ー
タ

代
表
の
パ
ク
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
氏
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
井
手
明
子
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
執
行
役
員
、
板
垣
千
恵
子
三
州
製

菓
�
総
務
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
中
野
洋
恵
国

立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
長
の
三
氏

を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
活
発
な
討
議
が
行

わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
七
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
三
月
一
五
日
�
一
三
時
三
〇
分

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ミ
ナ

ー
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、
�
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
経
済
・
投
資
環
境
と
進
出
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
、
�
新
興
国
に
お
け
る
不
正

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
務
上
の
ポ
イ

ン
ト
、
�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
進
出
後

の
留
意
事
項
〜
税
務
調
査
へ
の
対
応
の
三

部
構
成
で
講
演
が
行
わ
れ
、
六
二
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
ま
ず
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
統
括
兼
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
長
の

藤
井
康
秀
氏
よ
り
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経

済
・
投
資
環
境
と
進
出
に
当
た
っ
て
の
留

意
事
項
」
を
テ
ー
マ
に
、
�
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
概
要
、
�
同
国
の
新
外
国
投
資
法
の
概

要
、
�
拠
点
設
立
手
続
き
、
�
現
在
注
目

を
集
め
て
い
る
テ
ィ
ワ
ラ
経
済
特
別
区
の

概
要
、
�
税
制
の
概
要
、
	
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の

日
系
企
業
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。

第
二
講
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
藤
田
大
介
氏
よ
り
、「
新
興
国
に
お
け

る
不
正
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
務
上

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
�
不
正
の

基
礎
、
�
不
正
の
徴
候
へ
の
気
づ
き
、
�

企
業
内
不
正
の
類
型
、
�
海
外
の
不
正
に

多
く
見
ら
れ
る
手
口
と
徴
候
、
�
不
正
の

徴
候
発
覚
時
の
調
査
手
続
き
・
留
意
点
、

	
調
査
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
事
前
準

備
等
に
関
し
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

最
後
の
第
三
講
は
、
再
び
藤
井
康
秀
氏

よ
り
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
進
出
後

の
留
意
事
項
〜
税
務
調
査
へ
の
対
応
」
を

テ
ー
マ
に
、
�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
法
人

税
調
査
と
ぺ
ナ
ル
テ
ィ
、
�
税
務
調
査
に

お
け
る
指
摘
内
容
の
見
極
め
、
�
移
転
価

格
税
制
を
中
心
と
す
る
主
な
指
摘
事
項
、

�
関
税
調
査
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
、
最
後
に
有
限
責
任
あ
ず
さ
監

査
法
人
北
関
東
事
務
所
所
長
筆
野
力
氏
よ

り
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
三
回
少
子
高
齢
化
対

策
研
究
会
は
、
三
月
二
五
日


一
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

個
人
消
費
の
将
来
に
つ
い
て
悲
観
的
な
見

通
し
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

個
人
金
融
資
産
の
六
割
以
上
を
保
有
し
て

い
る
シ
ニ
ア
層
の
消
費
力
が
脚
光
を
浴
び

て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
シ
ニ
ア

消
費
の
現
状
と
将
来
」
と
題
し
て
、
�
三

菱
総
合
研
究
所
・
事
業
予
測
情
報
セ
ン
タ

ー
主
席
研
究
員
高
橋
寿
夫
氏
よ
り
講
演
が

行
わ
れ
、
三
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

研
究
会
は
、
ま
ず
本
研
究
会
の
委
員
長

で
あ
り
、
本
会
栗
田
敏
寿
副
会
長
よ
り
開

会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
講
演
に
移

り
、
高
橋
氏
か
ら
は
、「
シ
ニ
ア
市
場
は

本
当
に
有
望
か
」「
シ
ニ
ア
が
変
え
る
国

内
消
費
市
場
」「
シ
ニ
ア
市
場
を
難
し
く

し
て
い
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」「
三
�
一

一
で
変
わ
る
シ
ニ
ア
の
生
活
価
値
観
」「
シ

ニ
ア
消
費
の
実
態
」「
シ
ニ
ア
が
抱
え
る

不
安
」
等
に
つ
い
て
、
三
万
人
を
対
象
に

し
た
、
二
〇
〇
〇
設
問
に
よ
る
国
内
最
大

規
模
の
生
活
定
点
調
査
結
果
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
大
変
興
味
深
い
講
演
が
行
わ
れ
た
。

筆
野
力
氏

板
垣
千
恵
子
氏

中
野
洋
恵
氏

藤
井
康
秀
氏

藤
田
大
介
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
栗
田
敏
寿
委
員
長

講
演
す
る
高
橋
寿
夫
氏

質
問
す
る
参
加
者
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青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成
二

十
五
年
特
別
講
演
会
が
、
三
月
十
八
日
�

一
六
時
よ
り
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
四
階

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
来
賓
、
一
般
、

部
会
員
合
計
七
六
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。講

演
会
は
、
矢
部
利
人
副
部
会
長
（
丸

和
工
業
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
に
よ
り

進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
開
会
に
当
た
り
、
挨
拶
に
立
っ

た
川
本
武
彦
部
会
長（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）

は
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
に
触
れ

た
後
、
我
々
青
年
経
営
者
部
会
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
倫
理
観
を
持
ち
な
が
ら
、
時

代
に
即
応
し
た
経
営
を
心
が
け
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
の
決
意
を
表
明
す

る
と
と
も
に
、
来
年
、
埼
玉
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
是
非
と
も
多
く
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
の
要
請
を
行
い
挨
拶

を
結
ん
だ
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
西
村

和
義
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
神
戸
大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
教
授
三
品
和
広
氏
に
よ
る
、

「
ど
う
す
る
日
本
本
企
業
〜
今
、
改
め
て

経
営
戦
略
を
問
い
な
お
す
」
と
題
す
る
講

演
に
移
っ
た
。
講
演
は
企
業
経
営
者
に
と

っ
て
と
て
も
示
唆
に
富
む
講
演
で
あ
り
、

大
好
評
で
あ
っ
た
。（
講
演
の
骨
子
は
以

下
の
通
り
）

■
講
演
の
骨
子

◆
日
本
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
信
仰
が
深

く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。
技
術
の
力
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
成
し
遂
げ
れ
ば
、

利
益
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。
逆
に
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
遅
れ
を
と
る
と
、

手
も
足
も
で
な
い
。
ト
ッ
プ
か
ら
現
場

ま
で
、
そ
う
堅
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
海
外
に
目
を
向
け
る
と
ど
う
や

ら
違
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
日
本

企
業
の
収
益
力
は
、
技
術
志
向
を
謳
わ

な
い
海
外
企
業
に
比
べ
る
と
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
低
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
後
に
利
益
が
つ
い
て
き
て
い
る
気
配

は
な
い
。
日
本
企
業
が
重
視
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
普
遍
的
効
力
に
は
疑
義

を
挟
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

◆
海
外
の
企
業
は
平
気
で
異
次
元
の
競
争

を
し
か
け
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
製
品

次
元
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
次
元
の
競
争

に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
い
た
日
本
企
業
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
鬼
門
と
な

っ
た
。
い
っ
た
ん
「
立
地
」
を
崩
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
く
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
対
抗
し
て
も
体
力
を
消
耗
す
る
だ
け

で
あ
る
。

◆
日
本
企
業
の
得
意
戦
法
は
、
実
行
部
隊

を
意
思
決
定
に
関
与
さ
せ
、
計
画
の
推

進
力
で
勝
負
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
戦
法
が
機
能
す
る

た
め
に
は
重
要
な
必
要
条
件
が
あ
る
。

そ
の
条
件
と
は
、
推
進
力
を
発
揮
す
る

「
場
」
を
定
め
る
指
揮
官
の
存
在
に
他

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
は
日
本
企
業

か
ら
指
揮
官
が
消
え
失
せ
る
と
い
う
事

態
が
発
生
し
て
い
る
。

◆
経
営
者
に
関
し
て
は
、
創
業
経
営
者
と

操
業
経
営
者
（
組
織
の
管
理
を
得
意
と

し
社
内
で
昇
進
を
重
ね
、
巨
大
企
業
の

経
営
を
継
承
し
た
経
営
者
）
の
区
別
が

決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
日
本
も
競
争

力
に
欠
け
る
操
業
経
営
者
に
代
え
て
、

新
規
事
業
の
創
業
経
験
を
有
す
る
指
揮

官
を
立
て
な
い
限
り
、
再
興
な
ど
望
め

な
い
。

◆
や
り
た
い
こ
と
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
に

邁
進
し
た
結
果
と
し
て
成
長
を
遂
げ
る

の
が
正
常
な
企
業
の
姿
で
あ
る
。
戦
後

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ソ
ニ
ー
は
、
そ
の

よ
う
な
姿
を
代
表
す
る
企
業
だ
っ
た
。

現
在
な
ら
、
ア
ッ
プ
ル
が
そ
の
好
例
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
や
多
く
の
企
業
は

や
り
た
い
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
成

長
目
標
の
実
現
に
邁
進
し
て
い
る
。
し

か
し
、
成
長
を
目
標
に
掲
げ
る
と
ろ
く

な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
現
在
の
日
本

企
業
の
低
迷
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

◆
成
長
は
結
果
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
、

目
標
は
「
事
業
活
動
を
通
し
て
世
の
中

に
も
た
ら
す
変
化
」
と
い
う
言
語
で
語

る
べ
き
で
あ
る
。
自
社
の
「
や
り
た
い

仕
事
」
を
精
密
に
定
め
る
こ
と
こ
そ
、

経
営
戦
略
の
第
一
歩
と
な
る
。
そ
れ
は
、

集
団
が
合
議
で
決
め
る
こ
と
で
は
な
い
。

卓
説
し
た
個
人
の
心
の
叫
び
に
従
う
も

の
な
の
で
あ
る
。

講
演
終
了
後
、眞
子
岳
志
副
部
会
長（
真

工
社
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第
一
部

は
終
了
し
た
。

な
お
、
講
演
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た

役
員
会
で
は
、
四
月
例
会
（
フ
ラ
ン
ス
ワ

イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
基
礎
知
識
）、
五
月
に

開
催
す
る
定
時
総
会
、
七
月
例
会
（
第
三

回
経
営
者
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
）、
八
月

例
会
（
家
族
会
の
開
催
・
東
京
湾
ク
ル
ー

ズ
）、
十
月
十
八
日
�
、
十
九
日
�
に
神

戸
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
、
ま
た
、
二

〇
一
四
年
、
十
一
月
十
三
日
�
・
十
四
日

�
の
両
日
に
埼
玉
で
開
催
す
る
全
国
大
会

等
々
に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
三
原
宏
治
幹
事

（
日
本
自
動
車
管
理
・
社
長
）
の
司
会
・

進
行
で
開
宴
し
た
。

初
め
に
、
初
代
部
会
長
で
あ
り
、
ま
た
、

埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
藤

池
誠
治
氏
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
続

い
て
、
第
五
代
部
会
長
で
あ
り
、
埼
玉
県

経
営
者
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
吉
野
寛
治

氏
に
乾
杯
の
音
頭
を
執
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
会
員
の
と
と
も
に
、
会
は
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
内
藤

岳
幹
事

（
内
藤
環
境
管
理
・
常
務
）
が
行
い
、
会

の
活
性
化
と
魅
力
作
り
に
邁
進
し
、
会
員

を
増
強
し
た
い
と
述
べ
、
特
別
講
演
会
は

盛
会
裏
の
内
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
・
特
別
講
演
会
開
催

『
ど
う
す
る
日
本
企
業
、
今
改
め
て

経
営
戦
略
を
問
う
』
と
題
し
て

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
・

三
品
和
広
氏
が
講
演

講
演
す
る
三
品
和
広
氏

開
会
挨
拶
す
る
川
本
武
彦
部
会
長

来
賓
挨
拶
す
る
西
村
和
義
会
長

講
演
の
様
子

―１３―
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第
二
六
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
一
四
日
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
参
加
者
・
関

係
者
を
合
わ
せ
合
計
五
一
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
考
え
る
」
場
と
し
て
、
事
例
発
表
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の

発
表
者
に
よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後

か
ら
は「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
�
Ｎ
Ｈ

Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
制
作
本
部
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小

松
昌
代
氏
よ
り
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

〜
朝
ド
ラ
『
お
ひ
さ
ま
』『
は
つ
恋
』

ド
ラ
マ
制
作
の
現
場
か
ら
」
と
題
し
て

講
演
を
頂
い
た
。

小
松
さ
ん
は
、
フ
リ
ー
を
経
て
、
一

九
九
九
年
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
に
入
社
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
三
年
間

は
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
番
組
部
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
連
続
ド
ラ
マ
等

を
作
成
さ
れ
、「
大
地
の
子
」「
少
年
た

ち
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
多
数
の
作
品
を

制
作
。
講
演
で
は
、
ド
ラ
マ
が
出
来
る

ま
で
の
現
場
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か

『
お
ひ
さ
ま
』
秘
話
と
共
に
話
さ
れ
た
。

冒
頭
、
小
松
さ
ん
は
『
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
』
と
い
う
仕
事
に
関
し
て
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
発
揮
し
て
も
ら

う
環
境
を
作
る
の
が
私
の
役
割
。
全
員

の
作
業
で
思
わ
ぬ
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
あ
る
」
と
触
れ
た
後
、
具
体

的
な
経
験
談
と
し
て
、「
各
シ
ー
ン
の

展
開
を
売
り
に
す
る
ド
ラ
マ
で
は
な
く

登
場
人
物
の
語
り
で
構
成
し
て
い
く
ド

ラ
マ
で
は
、
タ
イ
ト
な
制
作
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
で
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
キ
ャ
ス
テ

ィ
ン
グ
に
こ
だ
わ
る
。
こ
だ
わ
る
理
由

は
、
ド
ラ
マ
は
全
員
作
業
の
成
果
物
で

あ
り
こ
れ
ま
で
周
囲
と
協
力
し
て
も
の

ご
と
を
つ
く
り
あ
げ
た
経
験
を
ど
れ
だ

け
有
す
る
か
と
い
う
点
を
最
も
重
視
し

て
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
決
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
脚

本
や
ド
ラ
マ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
朝
の
ド
ラ
マ
小
説
『
お
ひ
さ

ま
』
で
は
そ
ん
な
経
験
が
特
に
た
く
さ

ん
あ
っ
た
と
話
し
、
制
作
を
通
し
て
感

じ
た
「
人
の
縁
」
に
関
し
て
、
制
作
中

に
起
き
た
震
災
を
受
け
て
の
葛
藤
な
ど

も
交
え
て
語
っ
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
し

て
震
災
後
の
、
色
々
と
制
限
の
あ
る
環

境
の
中
で
も
『
何
と
か
し
た
い
』
と
思

う
皆
の
気
持
ち
の
相
互
作
用
で
、
思
い

が
け
な
い
効
果
が
生
ま
れ
良
い
シ
ー
ン

が
撮
れ
た
時
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
る
女

優
の
井
上
真
央
さ
ん
が
思
わ
ず
「
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
」
と
語
っ
た
事

例
に
言
及
し
、「
正
解
の
な
い
世
界
で

は
あ
る
が
、
そ
の
時
ベ
ス
ト
だ
と
思
う

こ
と
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
選
択
を
信
じ
る
こ
と
が
大
切
」
と

語
っ
た
。

そ
し
て
、
ご
自
身
が
携
わ
る
『
テ
レ

ビ
』
の
仕
事
に
関
し
て
、「
瞬
間
瞬
間

で
流
行
り
が
移
っ
て
い
く
世
界
で
は
あ

る
が
、
そ
の
瞬
間
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
方
に
何
か
が
届
け
ば
い
い
な
と
思
っ

て
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
何
気
な
く

聞
こ
え
て
き
た
言
葉
が
ず
っ
と
心
に
残

る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
が
テ
レ
ビ
の

強
み
。
何
気
な
く
見
て
く
れ
た
方
に
も

何
か
が
引
っ
掛
か
っ
て
、『
何
か
』
の

き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
…
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
向
か
う
先
に
い
る

の
は
『
人
』、
一
緒
に
そ
こ
に
向
か
っ

て
い
く
の
も
『
人
』。
限
ら
れ
た
人
の

中
で
ど
ん
な
縁
を
結
ん
で
い
く
か
、
そ

の
縁
の
中
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
講
演
を
締
め

く
く
ら
れ
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
、
様
々
な
立
場
か
ら

自
身
の
経
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
相
澤
敦
子

さ
ん
は
、入
社
九
年
目
の
ご
経
験
を「
な

ん
の
為
に
働
く
の
だ
ろ
う
？
」
と
題
し

て
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
運
営
に

携
わ
る
日
々
の
取
組
み
や
、
仕
事
の
や

り
が
い
と
家
庭
と
の
両
立
と
い
う
悩
み

と
向
き
合
う
姿
を
、
等
身
大
の
言
葉
で

語
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
よ
り
魅
力
的
で

活
気
あ
る
街
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め

に
、『
社
会
』『
街
』『
子
供
』『
企
業
』

を
繋
ぐ
た
め
の
日
々
の
取
組
み
は
、
仕

事
と
し
て
や
り
が
い
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
中
で
、

い
つ
も
「
な
ん
の
為
に
働
く
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
悩
み
に
直
面
し
て
い
る

と
触
れ
、
考
え
を
整
理
す
る
中
で
気
づ

い
た
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
語

っ
た
。

「
ベ
ス
ト
な
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
、

色
々
な
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

そ
し
て
多
く
の
こ
と
を
な
し
遂
げ
よ
う

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
努
力
と
工
夫
を

す
る
と
と
も
に
や
る
べ
き
こ
と
の
優
先

順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と
」
語
っ

た
。そ

し
て
最
後
に
「
焦
ら
ず
遠
回
り
で

も
い
い
の
で
、
目
標
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
。
持
っ
て
い
な
い
と
、
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
話
し
事
例
発
表
を
終
了
し
た
。

エ
ー
ザ
イ
�
の
茂
木
美
代
子
さ
ん
は
、

入
社
か
ら
一
九
年
間
の
医
薬
品
製
造
と

い
う
命
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
る
日
々

の
取
組
み
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ

の
参
画
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
「
愛

す
る
人
に
奨
め
ら
れ
る
医
薬
品
づ
く
り

〜
す
べ
て
は
患
者
様
、
そ
の
ご
家
族
の

笑
顔
の
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
発
表
し

た
。発

表
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
、
愛
す
る
人

に
奨
め
ら
れ
る
医
薬
品
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
に
は
、

�
技
術
と
真
心
を
込
め
た
生
産
活
動
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
『
高
品
質
製

品
の
安
定
供
給
』

�
患
者
の
方
と
の
交
流
・
座
談
か
ら
得

た
気
づ
き
を
も
と
に
、
生
産
現
場
視

点
と
使
用
者
視
点
の
両
面
か
ら
の
製

品
改
良
に
取
組
み
、患
者
の
方
の『
想

い
を
カ
タ
チ
（
製
品
）
に
す
る
モ
ノ

作
り
』

�
様
々
な
価
値
観
を
生
か
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
患
者
の
方
へ
の
貢
献

を
果
た
す
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
と
浸
透
』
が
必
要
と
語
っ
た
。

そ
し
て
自
身
の
「
生
き
生
き
働
く
秘

訣
」
と
し
て

�
楽
し
く
働
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
る

た
め
に
は
、
別
の
価
値
観
を
持
っ
て

仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
な
ぜ
や

る
必
要
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
ぶ
れ

な
い
自
分
を
持
つ
。

�
仕
事
は
楽
し
み
な
が
ら
、
苦
し
み
な

が
ら
。
楽
し
む
た
め
に
は
『
準
備
を

す
る
』。
苦
し
み
に
耐
え
る
た
め
に

は
、
逃
げ
出
す
の
で
は
な
く
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
周
囲
の
協
力
を
仰
ぐ
。

�
人
と
の
絆
、
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
積
極

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
て

い
く
、
と
発
表
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「『
患
者
の
方
の
喜

ぶ
笑
顔
が
見
た
い
』
と
い
う
想
い
を
原

動
力
に
、
心
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

埼
玉
縣
信
用
金
庫
の
山
口
和
子
さ
ん

は
、
今
年
二
月
に
当
金
庫
初
の
女
性
支

店
長
に
就
任
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
関
す
る
ご
経
験
と
、
二
回
の

産
休
・
育
休
を
取
得
さ
れ
な
が
ら
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
ご
経
験
を
「
な
で

し
こ
管
理
職
・
私
を
支
え
て
く
れ
る
も

第
２６
回

生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
開
催

生
き
生
き
働
く
た
め
に

〜
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
〜

多業種で活躍する女性から、生き
生き働くことに関する体験談をご
披露頂いた事例発表

プロデューサーとしてドラマ制作に
関わるご経験と共に貴重なメッセー
ジを発信して頂いた小松昌代氏によ
る基調講演
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の
」
と
題
し
て
発
表
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
ご
と
に
、
そ

の
後
の
自
身
の
管
理
職
と
し
て
の
仕
事

の
ス
タ
イ
ル
に
繋
が
っ
た
体
験
例
と
し

て
、

�
支
店
長
代
理
時
代
、「
一
人
で
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

も
、
最
後
の
意
思
決
定
は
自
分
で
す

る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

�
人
事
考
課
の
際
に
学
ん
だ
「
み
ん
な

頑
張
っ
て
い
る
か
ら
と
公
平
な
評
価

を
す
る
の
で
は
な
く
、
頑
張
っ
た
人

に
は
き
ち
ん
と
し
た
評
価
を
、
数
字

の
あ
が
ら
な
い
部
下
に
は
、
数
字
を

取
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
上
席
者
と
し
て
の
役
割
」
と
、

公
平
で
は
な
く
公
正
な
人
事
考
課
の

必
要
性
を
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
話
さ

れ
た
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
「
全
力
で
走

っ
た
『
独
身
時
代
』、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
換
え
て
一
息
入
れ
る
形
に
な
っ
た

『
結
婚
・
出
産
』、
そ
し
て
ま
た
走
り

出
し
て
『
管
理
職
』
と
し
て
ス
テ
ー
ジ

ア
ッ
プ
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
し
い
景

色
が
見
え
て
き
た
。
人
生
色
々
な
こ
と

が
起
こ
る
が
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
な
い
で

全
部
受
け
止
め
、
そ
の
時
出
来
る
ベ
ス

ト
な
状
態
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
人

生
を
フ
ル
コ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
み
た

い
」
と
語
り
事
例
発
表
を
終
了
し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、「
生
き
生
き
働
く
た
め

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」「
仕
事

と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い

く
か
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

�
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
思
い
通
り

に
い
か
ず
に
苦
労
し
た
時
の
乗
り
越

え
方

�
周
囲
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方

�
チ
ー
ム
と
し
て
質
の
高
い
仕
事
を
生

み
出
す
た
め
の
取
組
み

�
目
標
の
定
め
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
の
秘
訣

�
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
参
加
者
に

と
っ
て
も
身
近
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
参
加
者
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
ま
ず
相
澤
さ
ん

か
ら
は
「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
と
い

う
問
い
は
、
人
に
よ
っ
て
も
、
時
期
や

立
場
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。
私
自
身
、

『
今
大
切
な
こ
と
』
と
『
こ
の
先
五
〜

一
〇
年
後
』を
見
据
え
て
考
え
て
い
き

た
い
。
何
で
も
『
一
生
懸
命
』『
楽
し

く
』『
や
る
』
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
茂
木
さ
ん
か
ら
は
「
今
日
の

自
分
を
支
え
て
い
る
の
は
昨
日
の
自
分
、

そ
し
て
今
日
の
自
分
が
明
日
の
自
分
を

創
っ
て
い
く
。
未
来
の
自
分
は
、
毎
日

と
い
う
点
と
点
を
結
ん
だ
延
長
線
上
な

の
だ
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
ど
ん
な

人
生
が
自
分
ら
し
い
の
か
、
あ
る
程
度

プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
」
と
の

お
話
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
山
口
さ
ん
か
ら
「
働

く
と
い
う
こ
と
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

に
生
活
の
糧
（
収
入
）
を
得
る
こ
と
が

あ
る
が
、
働
く
と
は
決
し
て
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
仕
事
に
前
向
き
に
、
イ
キ

イ
キ
と
取
り
組
む
こ
と
で
、
感
謝
し
感

謝
さ
れ
る
喜
び
や
学
び
、
仲
間
、
社
会

的
使
命
、
成
長
等
、
金
銭
に
は
代
え
が

た
い
『
心
の
糧
』
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
。
私
も
皆
さ
ん
と
共
に
自
分
に
与
え

ら
れ
た
職
務
・
職
責
を
果
た
し
な
が
ら
、

心
の
糧
を
増
や
し
育
て
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
締
め
く
く
ら

れ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働

い
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
七
、

八
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
自
分

自
身
が
取
り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目

標
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
生
き
生

き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
次
に
繋
げ
る
た
め
に
、
そ
の
時
ベ
ス

ト
と
思
う
選
択
を
す
る
」「
仕
事
に
対

す
る
柔
軟
性
を
持
つ
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
事
」「
と

り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
と
い
う
姿
勢
」

「
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
人
に
頼
る
こ

と
も
大
切
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

�
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
家
庭
の
両

立
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
か
が
自
分
自
身
の
不
安
材
料

だ
っ
た
が
、
色
々
な
話
を
聞
い
て
仕

事
を
継
続
し
て
い
く
自
信
が
少
し
つ

い
た
よ
う
に
思
う

�
同
じ
働
く
女
性
と
し
て
色
々
な
悩
み
、

不
安
に
対
し
て
、
乗
り
越
え
て
き
た

経
験
談
は
参
考
に
な
り
ま
す
。
生
き

生
き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

色
々
あ
っ
た

�
今
後
も
ず
っ
と
働
い
て
い
く
上
で
、

メ
ン
タ
ル
の
支
え
に
な
る
よ
う
な
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

働
く
以
外
の
人
生
で
も
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
な
言
葉
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
だ
っ
た

�
色
々
な
職
種
・
立
場
の
方
が
い
て
、

違
う
視
点
か
ら
の
色
々
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
参
考
に
な

っ
た

�
こ
う
い
っ
た
交
流
の
場
は
な
か
な
か

な
い
の
で
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た

�
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
は
み
ん
な
同

じ
な
ん
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
て
、

安
心
し
た
し
、
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
れ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら

し
方
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、

明
日
か
ら
取
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生

き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

□
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

基
調
講
演

「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
〜
朝
ド
ラ
『
お

ひ
さ
ま
』『
は
つ
恋
』
ド
ラ
マ
制
作
の

現
場
か
ら
」

�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

制
作
本
部

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー

小
松

昌
代

氏

事
例
と
発
表
者

�
「
な
ん
の
為
に
働
く
の
だ
ろ
う
？
」

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

事
業
本
部

営
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

相
澤

敦
子

氏

�
「
愛
す
る
人
に
奨
め
ら
れ
る
医
薬
品

づ
く
り
〜
す
べ
て
は
患
者
様
、
そ
の
ご

家
族
の
笑
顔
の
た
め
に
〜
」

エ
ー
ザ
イ
�

エ
ー
ザ
イ
・
デ
マ
ン

ド
・
チ
ェ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ

ス
テ

ー
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
Ｄ
Ｃ
Ｕ

美
里
Ｓ
Ｂ

注
射
剤
製
造
室

茂
木

美
代
子

氏

�
「
な
で
し
こ
管
理
職
・
私
を
支
え
て

く
れ
る
も
の
」

埼
玉
縣
信
用
金
庫

南
古
谷
支
店

支
店
長

山
口

和
子

氏

集
会
ス
タ
ッ
フ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

新
井

秀
明

星
�
恵
美
子

□
参
加
会
社
・
組
織

ア
イ
ジ
ャ
パ
ン
�
�
、
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
イ
ン
タ
ー
コ
ス
メ
�

群
馬
工
場
�
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
�
、
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
―
埼
玉
�
、
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
中
央
埼
玉
支
店
�
、
�
亀
屋
�
、

川
口
信
用
金
庫
�
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

�
�
、
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス

テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
�
�
、
独
立
行
政
法
人
国

立
女
性
教
育
会
館
�
、
�
コ
ー
セ
ー
狭
山

事
業
所
�
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
�
、
サ
イ

ボ
ー
�
�
、
三
協
食
品
工
業
�
�
、
三
州

製
菓
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�
太
洋
社

印
刷
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
日
本
メ
タ

ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
�
�
、
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

�
�
、
北
辰
図
書
�
�
、
社
会
福
祉
法
人

隼
人
会
ま
き
ば
園
�
、
フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
�

�
、
�
松
本
商
会
�
、
八
千
代
紡
織
�
�

○
内
は
参
加
人
数
。
合
計
四
八
名
。

「生き生き働くためには？」「仕事と
プライベートの調和に関して」をテー
マに、日々の取組みに関して掘り下げ
たパネルディスカッション

「生き生き働くこと」をテーマに、明
日からの自身の取組みに関してグルー
プごとにディスカッションを行った

―１５―



３月２０日�、ソニックシティ・イベント広場において、埼玉クイズ王決定戦決勝が開催され、秩父市役所職員
で構成されたチーム「くろちゃん」が見事優勝し、初代埼玉クイズ王の栄誉に輝きました。

埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様

誠にありがとうございました

～ご協賛企業の皆様～

�どん様、�埼玉りそな銀行様、�武蔵野銀行様、�ヤオコー様、�ハイデイ日高様、�テ
レビ埼玉様、三国コカ・コーラボトリング�様、�小山本家酒造様、ブリヂストンサイクル�
様、日本信号�様、埼玉縣信用金庫様、�井口一世様、AGS�様、�デサン様、�松本商会
様、�マスダック様、アサヒロジスティクス�様、望月印刷�様、マルキユー�様、東日本旅
客�道�大宮支社様、東京ガス�埼玉支社様、大栄不動産�様、松本米穀精麦�、�カンノ様、
三州製菓�様、�かにや様、�パレスホテルエンタープライズ様、�サイサン様、�亀屋様、
�JTB関東法人営業埼玉支店様、ウエルシア関東�様

クイズ会場全景

優勝決定の瞬間（右側、優勝チーム「くろちゃん」）

子ども優勝チームへの賞品贈呈

子ども参加チーム

エンディング

大人優勝チームへの賞品贈呈

決勝戦開始

埼玉クイズ王決定戦決勝開催
（２５．３．２０．ソニックシティ）
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新
入
社
員
研
修
開
催

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
六
〇
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、「
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
壁
は
な
い
」
と
題
し
て
、
日
本
電

鍍
工
業
�
代
表
取
締
役
の
伊
藤
麻
美
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
。

ご
自
身
の
会
社
経
営
の
ご
経
験
か
ら

�「
嫌
な
思
い
や
悔
し
い
経
験
は
、
な

い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ

を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
自
分
が
強

く
な
る
。
嫌
な
こ
と
が
起
き
て
も
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ
と
が
大

切
」

�「
色
々
な
人
と
出
会
い
、
色
々
な
経

験
を
し
て
、
色
々
な
価
値
観
を
自
分

の
中
に
取
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
い

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

そ
し
て
、「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁

は
な
い
」
と
い
う
講
演
タ
イ
ト
ル
を

受
け
、

�「
今
で
き
な
い
こ
と
も
、
明
日
は
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
で
き
な
い
』
で
は
な
く
、『
ど
う

や
っ
た
ら
で
き
る
か
』、
ま
ず
や
っ

て
み
る
こ
と
が
大
切
」
と
ま
と
め
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
社
会
人

と
し
て
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
意

識
の
持
ち
方
や
、
粘
り
強
く
何
事
も
こ

な
し
て
い
く
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
出

来
た
」「
ど
ん
な
困
難
で
も
諦
め
ず
に

頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
こ
え
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師
、
古
澤
美
奈
子
氏
に

よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
、
基
本
的
な
心

構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
「
職
場
で
す
ぐ
に
役

立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
」「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
知
識
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
自
信
が
な
か
っ
た

た
め
、
不
安
も
あ
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
実
践
す
る
こ
と
で
不
安
が

解
消
し
た
」
と
い
う
感
想
が
出
た
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

牛
山
電
工
�
�
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ

ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�
�
、

�
エ
ン
プ
ラ
ス
�
、
関
東
自
動
車
�
�
、

共
和
真
空
技
術
�
�
、
�
埼
玉
県
生
態

系
保
護
協
会
�
、
太
陽
管
財
�
	
、
東

京
イ
ン
キ
�


、
ハ
ナ
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

�
�
、
�
プ
ラ
コ
ー
�
、
も
し
も
ん
�

�
、

も
の
つ
く
り
大
学
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
六
〇
名
。

☆
全
研
修
日
程

二
〇
一
三
年
七
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
�
七
月
三
十
一
日
�

第
二
回
�
八
月
二
十
二
日
�

第
三
回
�
九
月
十
九
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修
（
予
定
）

十
月
三
日
�
〜
八
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
初
旬
（
予
定
）

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

五
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー

ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸

（
六
、
七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参
加
費

一
九
三
、
〇
〇
〇
円

洋
上
研
修
の
主
な
狙
い

◇
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体
験
的
に

学
ぶ

◇
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
高
め
る

◇
自
己
革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を

提
供
す
る

第
三
十
四
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

今
次
で
三
十
四
回
目
を
迎
え
た
歴
史

あ
る
こ
の
研
修
は
、
一
貫
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己

参
画
型
の
研
修
で
す
。

東
京
竹
芝
か
ら
約
一
、
〇
〇
〇
�
離

れ
た
小
笠
原
を
往
復
す
る
六
日
間
航
路

で
の
船
内
洋
上
研
修
や
島
内
で
の
体
験

型
研
修
を
メ
イ
ン
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
を
通
信
教

育
や
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
フ
ォ

ロ
ー
研
修
で
成
果
や
課
題
を
ふ
り
か
え

る
こ
と
で
、
職
場
で
の
実
践
に
活
か
せ

る
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

様
々
な
環
境
の
変
化
が
激
し
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
企
業
に
も
個
人
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
本
を
し
っ
か
り
学

び
つ
つ
、「
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
」

を
通
し
て
、
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
た

め
の
き
っ
か
け
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
ご
派
遣
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
洋
上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

世
界
自
然
遺
産
「
小
笠
原
」
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
！

第
３４
次
小
笠
原
「
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
」

洋
上
研
修
参
加
者
募
集

講義をする古澤美奈子氏

コミュニケーション実習

訪問のマナーを学ぶ

基調講演をする伊藤麻美氏

―１７―
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こ
の
人
は
、
ご
自
身
の
性
格
を
「
寂
し
が
り
屋
」

と
自
己
分
析
し
た
。
人
と
接
し
、
人
が
喜
ぶ
こ
と
を

考
え
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い
う
。

む
さ
し
証
券
株
式
会
社
の
小
�
富
士
夫
社
長
は
、

も
む
ら

栃
木
県
那
須
塩
原
市
百
村
の
出
身
。
兄
と
双
子
の

弟
、
妹
の
四
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い

頃
は
上
と
下
の
狭
間
で
目
立
た
な
い
存
在
だ
っ
た
。

社
長
は
、「
幼
心
に
と
に
か
く
人
か
ら
注
目
さ
れ
、

兄
に
も
負
け
た
く
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
自
分

と
比
べ
優
秀
だ
っ
た
兄
は
憧
れ
の
存
在
で
も
あ
っ
た

が
、
逆
に
反
発
も
し
た
。

周
り
か
ら
注
目
さ
れ
た
い
が
た
め
に
、
ガ
キ
大
将

に
な
り
、
や
ん
ち
ゃ
な
こ
と
や
悪
戯
な
ど
も
し
、
よ

く
怒
ら
れ
た
。
ま
た
、
野
山
を
駆
け
回
り
、
果
樹
を

摘
ん
だ
り
、
川
を

堰
き
止
め
て
魚
な

ど
も
獲
っ
た
り
し

た
。そ

ん
な
ガ
キ
大

将
に
転
機
が
訪
れ

た
。
小
学
校
高
学

年
に
な
る
と
親
や

親
戚
か
ら
土
木
作

業
や
農
作
業
な
ど

を
手
伝
う
よ
う
に

言
わ
れ
、
作
業
す

る
と
誉
め
ら
れ
、

近
所
の
人
か
ら
も

注
目
さ
れ
た
。
そ
の
内
、
近
所
で
も
人
手
が
必
要
な

時
に
は
積
極
的
に
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
評
判
と
な

っ
た
。「
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
喜
び
を
感
じ
始
め
た
瞬
間
だ
っ
た
」
と
懐

か
し
そ
う
に
語
っ
た
。

寂
し
さ
の
裏
返
し
で
悪
戯
を
し
て
い
た
自
分
が
、

人
の
喜
ぶ
こ
と
を
す
れ
ば
注
目
も
さ
れ
る
し
、
感
謝

も
さ
れ
る
と
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
成
長
す
る
と
と

も
に
、
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
気
持
ち
も
よ

く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
長
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
は
、「
受
け
た
恩
は

石
に
刻
み
、
与
え
た
情
け
は
水
に
流
す
」。
要
す
る

に
、「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、「
若
い
う
ち
は
年
上
に
好
か
れ
、

年
取
っ
た
ら
若
い
人
に
好
か
れ
る
よ
う
に
な
る
」。

自
分
は
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
実
現
で
き
る
か
を
ず
っ

と
考
え
て
行
動
し
て
き
た
。

「
自
分
で
言
う
の
も
お
か
し
い
が
、
根
っ
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
で
、
と
に
か
く
人
が
喜
ぶ
こ
と
を
常

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
職
の
証
券
マ
ン
は
、

お
客
様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
、
そ
の
時
の
最
適
な
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
客
様
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と
が
使
命
な
の
で
、

自
分
に
は
天
職
だ
っ
た
」
と
微
笑
ん
だ
。

さ
ら
に
、
入
社
の
き
っ
か
け
を
振
り
返
り
、
大
学

時
代
に
や
っ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
で
、
証
券
会
社
に
も
よ
く
出
入
り
し
た
関
係

で
こ
の
業
界
に
興
味
を
持
ち
、
就
職
活
動
し
た
証
券

会
社
の
人
事
担
当
か
ら
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
入
社
し
た
。
そ
れ
が
山
文
証
券
（
現

む
さ
し

証
券
の
前
身
）
だ
っ
た
。

天
性
の
感
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、
総
合
的
な
判
断

で
相
場
読
み
に
も
自
信
を
持
ち
、
ま
た
、
お
客
様
と

の
関
係
性
も
築
き
な
が
ら
証
券
マ
ン
と
し
て
の
頭
角

を
現
し
た
。
配
属
さ
れ
た
各
支
店
で
実
力
を
発
揮
し
、

支
店
売
上
の
半
分
以
上
を
稼
ぐ
カ
リ
ス
マ
証
券
マ
ン

と
な
っ
た
。

三
四
歳
で
高
円
寺
支
店
の
支
店
長
と
な
り
、
そ
の

後
の
久
米
川
支
店
で
は
八
期
連
続
支
店
売
り
上
げ
一

位
を
継
続
し
た
。
平
成
十
三
年
、
四
四
歳
の
時
に
執

行
役
員
と
し
て
浦
和
支
店
長
に
着
任
、
平
成
十
六
年

に
は
取
締
役
に
就
任
、
平
成
二
十
年
六
月
に
取
締
役

社
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

様
々
な
支
店
を
経
験
す
る
う
ち
に
、
埼
玉
県
の
地

域
性
に
魅
力
を
感
じ
、
ま
た
、
色
々
な
人
に
助
け
ら

れ
こ
と
も
あ
り
、
豊
か
な
営
業
基
盤
を
持
つ
埼
玉
県

を
地
元
と
し
て
、
店
舗
数
や
お
客
様
満
足
度
で
も
証

券
業
界
の
県
内
ナ
ン
バ
ー
１
を
め
ざ
す
「
埼
玉
証
券

構
想
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
た
。
社
長
は
、「
地

域
貢
献
を
通
じ
て
、
お
客
様
や
地
域
と
と
も
に
成
長

す
る
地
域
密
着
型
の
証
券
会
社
を
め
ざ
す
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。
そ
し
て
、「
県
内
の
地
盤
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
、
地
域
貢
献
と
と
も
に
県
内
の
雇
用
確

保
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

山
文
証
券
か
ら
現
む
さ
し
証
券
に
至
る
ま
で
、
幾

度
と
な
い
合
併
・
統
合
を
経
験
し
た
。
合
併
に
よ
る

企
業
間
ト
ラ
ブ
ル
に
も
遭
遇
し
、
風
土
や
カ
ル
チ
ャ

ー
に
違
い
の
あ
る
企
業
同
士
が
ど
う
す
れ
ば
親
睦
が

図
れ
、
人
間
関
係
づ
く
り
が
で
き
る
か
を
模
索
し
、

奔
走
し
た
。
こ
の
中
で
も
小
�
社
長
の
「
人
の
喜
ぶ

こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
活
き
た
。

社
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

花
見
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
箱
根
駅
伝
観
戦
会
な
ど
を

企
画
し
、
参
加
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
と
、「
毎
年

実
施
し
て
い
る
福
祉
車
両
の
寄
付
は
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
介
護
士
の
労
働
条
件
や
介
護

施
設
な
ど
の
受
入
態
勢
を
改
善
・
整
備
す
る
う
え
で

も
�
支
援
フ
ァ
ン
ド
�
を
設
立
し
た
い
。
ま
た
、
廃

校
に
な
っ
た
学
校
の
再
利
用
な
ど
も
含
め
、
地
域
の

た
め
の
様
々
な
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
埼
玉
に
徹
底
的
に
好
か
れ
、
必
要
と
さ
れ

る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

社
長
の
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
、
海
釣
り
、
住
ま
い
は

三
鷹
市
で
、
妻
、
長
女
と
同
居
し
て
お
り
、
二
十
九

歳
の
長
男
は
大
阪
で
独
立
し
て
い
る
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
三
一
年
四
月
一
九
日
、
栃
木
県
生
ま
れ

昭
和
五
四
年
三
月

駒
澤
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
五
四
年
四
月

山
文
証
券
�
（
現

む
さ
し
証

券
）
入
社

平
成
一
三
年
四
月

当
社

執
行
役
員
浦
和
支
店
長

平
成
一
五
年
六
月

当
社

執
行
役
員
営
業
統
括
部

担
当
兼
営
業
統
括
部
長

平
成
一
六
年
三
月

当
社

取
締
役
執
行
役
員
法
人

営
業
部
・
顧
客
営
業
室
・
営
業
統
括
部
担
当
兼
営
業

統
括
部
長

平
成
二
〇
年
六
月

当
社

代
表
取
締
役
社
長

現
在
に
至
る

む
さ
し
証
券
�

こ

だ
か

ふ

じ

お

取
締
役
社
長

小
�
富
士
夫
氏

む
さ
し
証
券
�

小
�
富
士
夫
社
長

―１８―



����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

む
さ
し
証
券
は
大
正
８
年
創
業
。
平

成
２２
年
に
本
社
を
日
本
橋
か
ら
さ
い
た

ま
市
へ
移
転
、
同
年
そ
し
あ
す
証
券
と

武
蔵
証
券
と
の
合
併
に
よ
り
、新
生「
む

さ
し
証
券
」
と
し
て
埼
玉
県
を
中
心
に

２０
の
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
証
券

会
社
と
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
営
業
基

盤
を
持
つ
埼
玉
県
を
地
元
と
し
て
、
お

客
様
満
足
度
に
お
い
て
県
内
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
証
券
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社
名
の
「
む
さ
し
」
は
弊
社
営
業
エ
リ

ア
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
「
武
蔵
の
国
」
に

由
来
し
て
お
り
、
親
し
み
や
す
さ
を
表

現
す
る
た
め
、
ひ
ら
が
な
「
む
さ
し
」

と
し
ま
し
た
。

弊
社
で
は
毎
年
、
埼
玉
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
福
祉
巡
回
車
を
寄
付
す
る
な

ど
、
少
し
ず
つ
地
域
社
会
へ
の
貢
献
実

績
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
お
客
様
や

地
域
と
共
に
成
長
す
る
、
地
域
密
着
型

の
証
券
会
社
で
あ
り
続
け
る
こ
と
こ
そ

が
弊
社
が
今
後
目
指
す
道
と
捉
え
て
い

ま
す
。

Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ

澄
み
切
っ
た
大
空
の
ご

と
く当

社
の
経
営
理
念
は
「
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ

澄
み
切
っ
た
大
空
の
ご
と
く
」
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
Ｓ
﹈
我
々
は
顧
客
第
一
主
義
を
徹
底

し
、
常
に
笑
顔
（S

m
ile

）
を
絶

や
さ
ず
、
社
会
規
範
及
び
法
令
・

諸
規
則
を
遵
守
し
つ
つ
、
高
度
な

専
門
知
識
に
基
づ
く
誠
心
・
誠
意

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
信
頼
の

種
を
蒔
き
続
け
る
証
券
会
社
を
目

指
し
ま
す
。

﹇
Ｋ
﹈
我
々
は
働
く
こ
と
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
常
に
持
ち
、
社
員
全
員

結
束
し
て
、
健
全
な
事
業
展
開
を

通
じ
た
安
定
的
な
利
益
の
確
保
に

よ
り
、
株
主
の
期
待
に
応
え
ま
す
。

そ
し
て
、
更
な
る
成
長
へ
の
挑
戦

を
続
け
、
企
業
価
値
の
向
上
を
通

じ
て
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
の

創
造
に
貢
献
し
ま
す
。

﹇
Ｙ
﹈
我
々
は
会
社
と
し
て
人
的
融
和

に
努
め
、
社
員
全
員
が
会
社
の
将

来
に
夢
を
持
ち
続
け
、
常
に
働
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
に
よ
り
、
社
員
と

そ
の
家
族
の
幸
福
が
実
現
さ
れ
る

会
社
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
特
化
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
提
案

埼
玉
県
は
人
口
動
向
・
経
済
規
模
な

ど
の
市
場
環
境
と
、
そ
の
将
来
性
に
お

い
て
大
変
恵
ま
れ
、
そ
し
て
魅
力
的
な

地
域
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
、

多
様
化
す
る
個
人
投
資
家
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
べ
く
国
内
外

の
株
式
を
は
じ
め
、債
券
・

投
資
信
託
・
保
険
な
ど

様
々
な
資
産
運
用
商
品
を

ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
お
客

様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
最
適
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
努
め
、
お
客
様
と
「
孫

の
代
ま
で
お
付
き
合
い
で

き
る
信
頼
関
係
」
構
築
を
第
一
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
弊
社
で
は
企
業
の
事
業
継
承
や

相
続
ア
ド
バ
イ
ス
、
有
望
な
新
興
企
業

の
発
掘
、
県
内
上
場
企
業
の
Ｉ
Ｒ
、
法

人
に
営
業
ニ
ー
ズ
を
つ
な
げ
る
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
法
人
顧
客
の
お
手

伝
い
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
」
ブ
ラ
ン
ド

で
お
馴
染
み
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

も
備
え
て
お
り
、
効
率
的
な
取
引
を
希

望
さ
れ
る
お
客
様
へ
も
十
分
対
応
で
き

る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
未
来
を
応
援
し
ま
す

弊
社
は
、
商
品
品
揃
え
の
豊
富
さ
と

質
の
高
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の

ご
提
供
を
常
々
心
掛
け
て
い
ま
す
。
県

内
最
多
数
の
店
舗
網
を
持
つ
弊
社
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
資
産
運
用
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
「
ゆ
と
り
あ
る
未
来
を
応
援

す
る
」
資
産
運
用
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
是
非
と
も
弊
社
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

お
客
様
か
ら
真
に

信
頼
さ
れ
る
証
券
会
社
へ

むさし証券
株式会社

日
本
橋
大
栄
ビ
ル

さ
い
た
ま
Ｏ
Ｌ
Ｓ
ビ
ル

―１９―



																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													

燃料電池自動車用水素複

合容器の軽量化・小型化

につながることを期待し

ています。

学歴・略歴

荒居 善雄

（あらい よしお）

１９８４年３月東京工業大学

大学院修了。工学博士。

東京工業大学助手、埼玉

大学工学部講師、助教授

を経て、２００５年１０月から

現職。１９９６年マサチュー

セッツ工科大学客員研究

員。

私は燃料電池自動車に使う水素

を高圧で貯蔵する容器（圧力容器）の疲労破壊を

防止するために研究を行っています。燃料電池自

動車は水素と酸素を燃料として発電し、排気ガス

は水蒸気であり、究極のエコカーと言えます。燃

料電池自動車の普及を促すためには、航続距離が、

従来の自動車と同程度であることが期待されます

が、その為には大量の水素を自動車に積んで走る

必要があり、燃料電池自動車では７０MPa（約７００気

圧）という大変高い圧力が想定されています。一

方、自動車に乗せて走るためには、容器はなるべ

く軽量で小型であることが望まれます。アルミニ

ウム合金やプラスチックで内張りをし、外側を炭

素繊維強化樹脂で覆って、気密性が高く、軽量で

高強度な圧力容器が開発されつつあります。燃料

電池自動車では、水素の消費と補給に伴い、容器

の圧力は低下と上昇を繰り返すことになります。

圧力容器にはこの圧力の繰り返しに耐える耐久性

が備わっている必要があります。金属は力を繰り

返し受けると、たとえその力が、一回ではその金

属を壊すことがないような小さな力であっても、

ある時、突然破断することがあります。これを金

属疲労と言い、繰り返しにより小さな割れが出来

て、それが少しづつ成長する現象です。写真は金

属疲労で壊れた面に生じる筋状模様の電子顕微鏡

写真です。筋と筋の間隔が力の繰り返しの一回に

対応しており、割れが２ミクロン程度づつ大きく

なっていたことを表しています。燃料電池自動車

用の圧力容器も、内張りのアルミニウム合金が、

圧力の繰り返しによって金属疲労を起こし、割れ

が内張りを貫通する程大きくなります。割れが内

張りを貫通し、内部に蓄えられた水素が外に漏れ

て引火すると危険ですので、燃料電池自動車を使

用している間に圧力容器に漏れが生じないように、

金属疲労による

割れの成長を予

測する方法を開

発しています。

Si、SiC、GaN、ガラス、

水晶、サファイアなど基

板材料のスライシング

学歴・略歴

池野 順一

（いけの じゅんいち）

１９８６年埼玉大学大学院工

学研究科修士課程修了、

１９９３年博士（工学）東京

大学／１９８６年東京大学助

手、１９９４年豊橋技術科学

大学助教授、２０１０年埼玉

大学大学院教授。

専門分野：超精密／微細

加工学

シリコンや炭化ケイ素、サファ
イアなど固くて脆い基板材料は、太陽光発電やパ
ワーデバイス、LEDなど重要な産業分野で活躍
する材料として知られている。これらの材料は、
まずインゴットと呼ばれる大変高価な結晶の固ま
りを注意深く製造することから始まる。その後、
ピアノ線と「砥粒」と呼ばれる固い粒とを数時間
インゴットに擦りつけて、お煎餅のような薄板状
の「ウエハ基板」を切り出す。切断は泥臭い工程
であり、改善がなかなか進まないが、この切断工
程を調べてみると、高価なインゴットの半分は切
りくずなっていることがわかった。太陽光発電パ
ネルの値段が下がらず、普及が伸び悩んでいる一
因は、このような加工現場の事情によるのである。
ではどうすれば切りくずを減らすことができる
のであろうか。まずピアノ線を細くしていくこと
が思いつくが、すでに０．１�の細さである。これ
以上細くすればすぐに切れて役に立たなくなって
しまう。そこで埼玉大学では、埼玉県内に工場の
ある信越ポリマーと協力し、レーザ光線で基板を
切断する新しい「レーザスライシング法」を開発
した。この加工原理を説明する。目には不透明で
も材料は、ある光をある程度透過するものである。

したがって、レーザ光線が材料内部に侵入して焦
点を結べば、内部に小さな亀裂を作ることができ
る。これは、お土産屋さんでよく目にするガラス
の中に白い立体模様があるオブジェの製作方法と
同じである。ガラスの場合、小さな亀裂の集まり
が散乱によって人の目には白く見えているのであ
る。一方、シリコンの場合は人の目には灰色の不
透明な金属としか見えない。しかし、赤外線を透
過する材料として知られており、人の目が赤外線
を関知できるのであればシリコンはガラスのよう
に透明物体に見えるはずである。したがって、図
に示すように赤外線を発振するレーザを用いれば、
シリコン内部に焦点を絞って小さな亀裂を無数に
作り、それらの
亀裂を一枚の面
状につなげれば
薄板の切断が可
能になるのであ
る。この成果は
今年３月に日本
経済新聞に掲載
され大きな反響
を呼んだ。

埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

燃料電池自動車用水素複合圧力容器の耐久性
埼玉大学大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 荒 居 善 雄 教授

材料内部から切断していく新レーザ加工法
埼玉大学大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 池 野 順 一 教授
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はめ合わせや摺動部品、金型や工具などの重要部位の多くは、
研削作業によって仕上げられます。そのために、工作機械は研
削機能を含む複合化されたシステムとして扱われつつあり、切
削技術者であっても、研削技術を良く理解して対処する必要が
あります。しかしながら、研削は切削と異なって加工研削現が
複雑で最適化することが困難です。砥粒先端がどのような形状
で、切り屑をどのように排出しているかなど、加工のメカニズ
ムを把握することが困難です。今や普通砥石に代わって、ダイ
ヤモンドやCBNを使った超耐摩耗性をもった砥石が主流にな
りつつあり、研削の最適化をどのように捉えたら良いのか余計
に分からなくなってきています。
研削加工は、年々、加工精度の向上が求められていますが、
現場ではそれに対応してきれていないと言って良いでしょう。
それは、厳しい精度になればなるほど、熱膨張や砥石作業面の
状態などの外乱の影響が相対的に大きくなるからです。
当研究室は、外乱の影響をできるだけ小さくし、安定した実

験環境のもとで研削加工の最適化を諮っています。例えば、超
砥粒砥石ドレッシングのためのロータリードレッサの開発、砥
石回転数減少量から研削抵抗を求める手法、極微量の研削液で
も砥石に付着させることができるノズルの開発、圧力一定で研
削することができる定圧研削機構の採用、工作物にファイバー
を埋め込んで研削点を温度測定する技術などを開発し、研削加
工の最適化に取り組ん
でいます。特に、研削
液に関する実験では液
交換が容易にできるよ
うにしてあるために、
研削液を含む研削加工
条件の最適化に貢献し
ています。

大学での授業は社会基盤施設の大型構造物について計画、設

計そして施工を、大学院では古い施設の文化財的価値の評価と

その活用を担当しています。私は東京で生まれ、神奈川県にあ

る大学に就職した後、ものつくり大学に移ると同時に埼玉県へ

移住してきました。

この地を県外から、そして私の専門である社会基盤施設整備

の面から、どのように見えるか述べてみたいと思います。

川越は小江戸などと呼ばれ、近年は多くの観光客が集まり賑

わいを呈しています。この街を貫く一本の幹線道路の整備が、

街の将来を大きく変えました。道路拡幅よりも商店街の古いフ

ァサードを残すことを選択したので、自動車の渋滞、歩道の安

全性はそれほど改善されませんでしたが、街おこしの成功例と

して観光資源を生み出した点で注目される存在になっています。

このように社会基盤施設整備は慎重に検討する必要がありま

す。県内には利根川の東遷から始まり、JR高崎線はシルク鉄道

と呼ばれるほどに上州の生糸を横浜港へ送り、近代日本の財政

を救った重要な鉄道施設であり、またその沿線には渋沢栄一の

レンガ工場で有名な深谷があり、この一帯は古いレンガ遺構が

大量に残る国内有数の地域です。大都市東京の生命線となって

いる見沼代用水はかつて米増産で江戸に貢献し、武蔵水路は東

京オリンピック以降に貴重な生活水を供給してきました。学生

のエコロジカルな現代的スポーツの聖地として君臨している戸

田のボートレース場や妻沼のグライダー滑空場もあります。こ

れらの施設を再評価し、適切な整備を行い、県の文化財として

県民に深く認識してもらいたいと願うものです。さらに川越の

街のような社会資本から観光資源になることを期待しています。

「ものつくり大学」へようこそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回

精密研削加工の最適化技術
製造学科 東 江 真 一 教授

東江真一（とうえしんいち）教授 工学博士、工学院大工学部修士、職業能力開発総合大学校助教授を経て２００１年からものつく
り大学教授。主要業績、CBNホイールの総形成形に関する研究（砥粒加工学会熊谷賞）取得特許２件。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８３２／toe@iot.ac.jp）

埋もれている社会基盤施設を見なおそう
建設学科 増 渕 文 男 教授

増渕文男（ますぶちふみお）教授 工学博士 関東学院大学工学部土木工学科を卒業後、同大学の橋梁工学研究室に勤務し、も
のつくり大学へ開校時に移り、現在に至る。学内には人道橋４橋（鉄筋コンクリート橋、最新のGFRP 橋）を実習授業で建設し
ている。（連絡先：０４８‐５６４‐３８６２／masubuchi@iot.ac.jp）

立形ロータリードレッサ

―２１―



七

労
働
者
の
損
害

賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

７

従
業
員
の
交
通
事
故
に
よ
る

会
社
の
損
害
と
従
業
員
へ
の

求
償
・
賠
償
�

労
働
契
約
法
に
よ
り
、
従
業
員
も
労

働
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
白
と
な
り

（
第
三
条
第
四
項
）、
当
然
従
業
員
が
労

働
義
務
に
反
し
た
り
、
業
務
上
の
注
意

義
務
を
怠
っ
て
使
用
者
に
損
害
を
発
生

さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
賠
償
義
務
も

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
交
通

事
故
の
場
合
に
は
、
従
業
員
が
注
意
義

務
に
反
し
て
事
故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、

使
用
者
は
民
法
第
七
一
五
条
の
「
使
用

者
責
任
」
の
法
理
に
よ
っ
て
被
害
者
に

対
し
て
損
害
賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
。

そ
し
て
、
使
用
者
が
損
害
賠
償
を
し
た

と
き
、「
使
用
者
又
は
監
督
者
か
ら
被

用
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
を
妨
げ

な
い
。」（
民
法
第
七
一
五
条
第
三
項
）

と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
求
償
権
」

を
行
使
し
う
る
。
し
か
し
、
労
働
者
は

使
用
者
の
指
揮
監
督
の
下
に
義
務
を
遂

行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
側
に

も
必
要
な
指
導
・
教
育
・
監
督
・
指
示

や
損
害
の
予
防
等
の
義
務
を
負
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、「
使
用
者
が
、
そ
の
事

業
の
執
行
に
つ
き
さ
れ
た
被
用
者
の
加

害
行
為
に
よ
り
、
直
接
損
害
を
被
り
、

又
は
第
三
者
に
対
す
る
使
用
者
と
し
て

の
損
害
賠
償
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
に

よ
つ
て
損
害
を
被
つ
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
被
用
者
に
対
し
て
す
る
そ
の
賠

償
又
は
求
償
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
使

用
者
の
事
業
の
性
格
、
規
模
、
被
用
者

の
業
務
の
内
容
、
労
働
条
件
、
勤
務
態

度
、
加
害
行
為
の
態
様
、
加
害
行
為
の

予
防
に
つ
い
て
の
使
用
者
の
配
慮
の
程

度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
、
損

害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら
信

義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お

い
て
、
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」（
昭
和
五

一
年
七
月
八
日
最
高
裁
第
一
小
判
決
、

民
集
三
〇
巻
七
号
六
八
九
頁
、
茨
城
石

炭
商
事
事
件
）
と
の
原
則
が
あ
る
。
こ

れ
を
前
提
に
し
て
、
本
稿
で
は
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
使

用
者
は
労
働
者
に
求
償
を
で
き
る
か
を

検
討
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
三
回
目

で
あ
る
。

�
使
用
者
の
賠
償
お
よ
び
求
償
に
つ
い

て
、
高
価
な
車
に
対
物
賠
償
保
険
、

車
両
保
険
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
労
務
に
比
し
て
給
料
が
恵
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
情
が

あ
っ
た
と
し
て
、
本
人
と
身
元
保
証

人
に
対
し
、
損
害
額
の
二
〇
％
の
賠

償
に
留
め
た
事
例

本
件
は
、
被
用
者
が
運
送
業
を
営
む

使
用
者
の
業
務
に
従
事
中
、
誤
っ
て
使

用
者
所
有
の
業
務
用
車
両
を
横
転
さ
せ

た
事
故
に
つ
き
、
使
用
者
の
保
険
加
入

状
況
、
被
用
者
の
労
働
条
件
、
勤
務
成

績
、
従
前
の
事
故
処
理
の
先
例
、
被
用

者
の
過
失
の
程
度
な
ど
の
事
情
に
照
ら

し
て
、
使
用
者
が
直
接
被
っ
た
損
害
及

び
第
三
者
に
損
害
賠
償
を
支
払
っ
た
こ

と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
の
う
ち
、
被
用

者
に
賠
償
及
び
求
償
請
求
し
う
る
範
囲

は
二
〇
％
に
留
ま
る
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
被
用
者
が
業
務
中
に
起
こ

し
た
事
故
に
つ
い
て
、
被
用
者
が
使
用

者
に
負
担
し
て
い
る
損
害
賠
償
債
務
の
、

身
元
保
証
人
に
対
す
る
身
元
保
証
契
約

に
基
づ
く
連
帯
保
証
債
務
の
請
求
、
身

元
保
証
人
の
死
亡
に
よ
る
法
定
相
続
人

三
名
に
つ
い
て
の
損
害
の
責
任
を
認
め

た
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ
る
事
例
で
も

あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
一
審
判
決
は
、「
本

件
事
故
現
場
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
を
進

行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
被
告
（
従
業

員
）
は
、
道
路
の
状
況
（
特
に
幅
が
狭

い
こ
と
や
未
舗
装
で
あ
る
こ
と
）
を
的

確
に
判
断
し
、
本
件
車
両
の
長
さ
・
内

輪
差
の
大
き
さ
を
充
分
考
慮
し
て
、
カ

ー
ブ
内
側
の
道
路
面
か
ら
車
輪
が
は
ず

れ
な
い
よ
う
に
進
行
す
べ
き
注
意
義
務

が
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
怠
り
、
カ
ー
ブ

内
側
を
回
り
過
ぎ
本
件
事
故
を
惹
起
し

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同
被
告

に
は
、
重
過
失
と
は
い
え
な
い
が
、
右

の
点
に
過
失
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
一
応
は
、
同
被
告
は
、
本
件

事
故
に
よ
り
原
告
が
直
接
被
り
又
は
使

用
者
と
し
て
第
三
者
に
対
し
て
損
害
賠

償
責
任
を
負
担
し
た
こ
と
に
よ
り
被
っ

た
損
害
に
つ
き
、
賠
償
又
は
求
償
に
応

ず
る
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。」
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
控
訴
が
あ
り
、
高
裁
で
は
こ
れ
が

重
過
失
か
否
か
と
し
て
争
わ
れ
た
。

本
件
に
つ
い
て
、
控
訴
審
判
決
は
、

「
積
荷
の
ア
ス
フ
ア
ル
ト
（
液
体
）
が

車
が
傾
く
と
共
に
ま
す
ま
す
右
後
輪
に

比
重
が
か
か
る
よ
う
に
移
動
す
る
と
い

う
相
乗
作
用
に
よ
つ
て
、
も
は
や
通
常

の
運
転
操
作
で
は
回
復
で
き
ず
、
遂
に

転
倒
す
る
に
至
つ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
そ
う
で
な
く
て
も
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
を
運
転
し
て
カ
ー
ブ
を
曲
る
よ

う
な
場
合
、
前
部
の
け
ん
引
車
は
カ
ー

ブ
を
曲
つ
て
も
後
部
の
タ
ン
ク
部
分
は

真
つ
す
ぐ
進
も
う
と
す
る
た
め
い
び
つ

な
力
が
加
わ
つ
た
り
、
遠
心
力
の
作
用

等
の
た
め
内
部
の
液
体
が
片
側
に
寄
つ

て
車
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
が
あ

る
な
ど
路
面
の
状
態
や
積
荷
の
多
寡
、

ハ
ン
ド
ル
の
切
り
角
度
や
速
度
な
ど
と

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
二
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１６
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２２―



も
関
係
し
て
車
体
が
不
安
定
な
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
一
般
に
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

被
控
訴
人
の
過
失
は
通
常
の
過
失
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
控
訴
人
の
主

張
す
る
よ
う
な
重
過
失
と
は
と
う
て
い

評
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。」
と
し
た
。

次
に
損
害
賠
償
の
点
に
つ
い
て
は
、

「
そ
し
て
、
右
に
加
う
る
に
、
控
訴
人

が
本
件
車
両
の
如
き
高
価
な
車
両
を
保

有
し
な
が
ら
こ
れ
に
任
意
の
対
物
賠
償

責
任
保
険
、
車
両
保
険
を
か
け
て
い
な

か
つ
た
こ
と
や
被
控
訴
人
Ｓ
の
支
給
さ

れ
て
い
た
給
料
が
そ
の
労
務
に
比
し
て

必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た

こ
と
な
ど
原
判
決
挙
示
の
諸
事
情
に
、

更
に
、
被
控
訴
人
本
人
の
供
述
に
よ
れ

ば
、
被
控
訴
人
Ｓ
は
本
件
事
故
後
『
事

故
を
起
こ
し
た
こ
と
を
反
省
し
、
向
う

五
年
間
退
職
せ
ず
に
真
面
目
に
勤
務
す

る
』
旨
の
始
末
書
を
控
訴
人
に
提
出
し

な
が
ら
昭
和
五
四
年
三
月
始
め
こ
ろ
控

訴
会
社
を
退
職
し
て
し
ま
つ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
控
訴
人
が
同

被
控
訴
人
に
事
故
の
弁
償
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
求
め
、
同
年
二
月
分
の
給
料

を
支
払
わ
な
か
つ
た
り
し
た
た
め
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
し
て
考
え

る
と
き
は
、
控
訴
人
の
同
被
控
訴
人
に

対
す
る
本
件
損
害
賠
償
請
求
権
及
び
求

債
権
の
行
使
は
、
損
害
額
の
二
割
で
あ

る
四
八
万
〇
四
〇
八
円
を
こ
え
る
限
度

に
お
い
て
は
信
義
則
に
反
し
、
許
さ
れ

な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」（
昭
六
一
・
一
二
・
二
四
名
古
屋

高
裁
判
決
、
富
隆
運
送
事
件
、
交
民
集

一
九
巻
六
号
一
五
五
六
頁
）
と
判
示
さ

れ
た
。

�
労
働
者
側
の
苛
酷
な
労
働
条
件
、
就

業
規
則
に
よ
る
過
失
免
責
、
組
合
結

成
へ
の
嫌
が
ら
せ
等
の
主
張
を
排
除

し
、
一
方
、
多
数
従
業
員
を
か
か
え

て
お
り
車
両
に
よ
る
事
業
者
と
し
て

危
険
発
生
予
防
へ
の
事
前
措
置
を
講

じ
て
お
く
べ
き
と
し
、
四
分
の
一
の

求
償
を
認
め
た
事
例

「
本
件
事
故
は
、
片
側
三
車
線
中
、

中
央
車
線
を
新
車
両
運
搬
の
た
め
、
Ａ

車
、
Ｂ
車
が
縦
に
並
ん
で
走
行
中
、
被

告
車
が
左
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
た
め
、

左
側
車
線
に
停
車
中
の
被
害
車
の
右
側

面
に
衝
突
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
道

路
は
、
片
側
三
車
線
で
平
面
交
差
す
る

個
所
が
な
く
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の

進
行
方
向
左
側
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

設
置
し
て
あ
り
、
一
車
線
の
車
道
幅
員

は
お
よ
そ
三
な
い
し
三
・
五
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
速
度
規
制
と
し
て
毎
時
五
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、

右
道
路
の
前
記
左
側
車
線
に
は
、
片
側

に
寄
せ
て
進
行
方
向
か
ら
み
て
、
先
頭

か
ら
撒
水
車
、
ダ
ン
プ
カ
ー
、
黄
色
に

塗
ら
れ
、
車
上
に
は
回
転
等
の
設
置
さ

れ
た
被
災
車
（
清
掃
車
、
車
幅
約
二
メ

ー
ト
ル
）
が
順
次
縦
に
並
ん
で
停
車
し

て
清
掃
作
業
中
で
あ
り
、
本
件
事
故
当

時
は
い
ま
だ
早
朝
に
て
走
行
す
る
車
両

も
そ
れ
程
多
く
は
な
か
っ
た
。
被
告
車

の
運
転
席
か
ら
は
左
側
車
線
の
前
方
は

十
分
に
見
と
お
し
が
よ
い
と
は
い
え
ず
、

し
た
が
っ
て
、
被
告
が
左
側
車
線
に
進

路
を
変
更
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
徐
々

に
車
を
左
に
寄
せ
、
進
入
し
よ
う
と
す

る
車
線
の
前
方
及
び
後
方
の
車
両
の
有

無
を
確
認
し
た
う
え
で
進
路
変
更
す
る

よ
う
、
安
全
な
運
転
が
要
求
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
前
記
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

中
央
車
線
を
走
行
し
て
い
た
被
告
は
何

ら
正
当
の
理
由
も
な
く
左
側
車
線
に
寄

っ
た
も
の
と
認
む
べ
く
、
し
か
も
右
説

示
を
し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
し
て
、
被
告

は
安
全
走
行
の
注
意
義
務
を
怠
り
、
左

前
方
に
対
す
る
十
分
の
見
と
お
し
も
つ

け
な
い
ま
ま
左
側
車
線
に
進
路
変
更
し

た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
被
告
に

過
失
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。」

と
判
示
さ
れ
た
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
会
社
で
損
害

賠
償
し
た
上
、
従
業
員
で
あ
る
被
告
に

対
し
、
会
社
は
民
法
第
七
一
五
条
第
三

項
に
基
づ
い
て
損
害
額
に
つ
い
て
求
償

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
被
告
従
業
員
側
で
は
、

原
告
会
社
は
被
告
に
苛
酷
な
労
働
条
件

の
も
と
で
労
務
を
課
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
こ
れ

を
認
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
求
償

は
被
告
が
労
働
組
合
を
結
成
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
の
求
償

で
あ
り
、
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
主

張
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
裁
判
所

は
否
定
し
た
。

さ
ら
に
、
被
告
は
本
件
事
故
は
軽
微

な
る
過
失
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
原
告
会
社
に
お
け
る
就
業
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
被
告
に

重
大
な
る
過
失
が
あ
る
場
合
に
の
み
始

め
て
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
件
事

故
は
軽
微
な
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
求
償
権
の
行
使
は
失

当
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
「
本

件
主
張
は
運
転
手
と
し
て
当
然
順
守
す

べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
い

わ
ゆ
る
初
歩
的
ミ
ス
と
も
い
う
べ
き
で

あ
り
、
し
か
も
被
告
本
人
尋
問
の
結
果

に
よ
れ
ば
、
被
告
は
長
年
の
経
験
を
も

つ
職
業
運
転
手
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
照
ら
し
て
、
本

件
事
実
は
被
告
の
軽
微
な
過
失
に
よ
り

惹
起
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
そ
の
余
の
点
に
つ
き
判
断

す
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
の
前
記
主
張

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と

し
た
。

一
方
、
損
害
額
の
求
償
の
点
に
つ
い

て
は
、「
右
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

原
告
会
社
は
多
数
の
従
業
員
を
か
か
え
、

多
く
の
利
益
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
、
他
方
、
被
告
は
原
告
会
社
に
お

い
て
比
較
的
高
額
の
収
入
を
得
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
所

詮
、
原
告
会
社
の
一
被
用
者
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
原
告
会
社
の
如
く
不
時
の
災
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
多
数
の
車
両
を
擁

し
て
事
業
を
営
む
者
と
し
て
は
、
こ
れ

に
備
え
て
危
険
の
発
生
に
対
処
す
べ
き

事
前
措
置
を
予
め
十
分
に
講
じ
て
お
く

必
要
の
あ
る
こ
と
は
企
業
主
の
責
務
と

も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
前
記

認
定
の
加
害
行
為
の
態
様
そ
の
他
諸
般

の
事
情
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
原
告

会
社
が
訴
外
被
害
者
に
対
し
て
し
た
損

―２３―



害
賠
償
義
務
の
履
行
に
よ
つ
て
被
つ
た

損
害
の
う
ち
被
告
に
対
し
求
償
を
請
求

し
う
る
額
は
、
信
義
則
上
前
記
損
害
額

の
四
分
の
一
を
限
度
と
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
（
昭
和
五
五
・

一
・
三
〇
名
古
屋
地
裁
判
決
、
東
海
車

両
事
件
、
交
民
集
一
三
巻
一
号
一
二
四

頁
）。

�
会
社
所
有
の
ク
レ
ー
ン
車
を
運
転
中

に
ク
レ
ー
ン
の
ブ
ー
ム
を
歩
道
橋
に

衝
突
さ
せ
る
と
い
う
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
労
働
者
に
対
し
、
労
働
者
に

重
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い

こ
と
、
会
社
が
適
切
な
リ
ス
ク
管
理

を
怠
っ
て
い
た
こ
と
、
零
細
企
業
で

も
保
険
加
入
等
損
害
分
散
措
置
を
講

ず
べ
き
で
あ
る
と
し
、
す
で
に
損
害

額
の
四
分
の
一
に
当
た
る
金
額
を
弁

済
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
上

の
支
払
義
務
は
な
い
と
さ
れ
た
例

本
件
事
故
は
、
荷
台
に
ス
ー
パ
ー
ハ

ウ
ス
（
移
動
式
の
事
務
所
等
）
を
積
載

し
て
会
社
所
有
の
ク
レ
ー
ン
車
を
運
転

し
て
走
行
中
、
ク
レ
ー
ン
の
ブ
ー
ム
を

縮
め
、
フ
ッ
ク
を
ブ
ー
ム
の
先
端
の
所

定
の
位
置
に
収
納
す
る
義
務
が
あ
る
の

に
こ
れ
を
怠
っ
た
た
め
、
ク
レ
ー
ン
の

ブ
ー
ム
を
歩
道
橋
に
衝
突
さ
せ
る
と
い

う
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
は
、
会
社
が
当
該
ク
レ
ー
ン
車

を
運
転
し
て
い
た
従
業
員
Ｋ
に
対
し
、

民
法
七
〇
九
条
お
よ
び
七
一
五
条
三
項

に
基
づ
き
、
本
件
事
故
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
、
そ

れ
が
控
訴
審
で
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、「
本

件
事
故
に
つ
き
被
控
訴
人
（
被
告
）
が

責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
は
当
事
者
間
に

争
い
が
な
い
事
実
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前

記
認
定
の
本
件
事
故
に
至
る
経
緯
、
殊

に
、
同
人
が
受
け
た
指
示
や
そ
の
変
更

の
内
容
、
時
刻
、
実
際
に
し
た
作
業
の

内
容
等
に
照
ら
す
と
、
被
告
が
本
件
自

動
車
の
円
滑
な
転
回
の
た
め
に
い
っ
た

ん
伏
せ
た
ク
レ
ー
ン
の
ブ
ー
ム
を
斜
め

に
上
げ
た
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
措
置

で
あ
り
、
そ
の
後
に
こ
れ
を
元
に
戻
す

こ
と
を
失
念
し
た
こ
と
を
捉
え
て
、
同

人
に
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
ま
で
は

言
い
難
い
。」
と
し
た
。

ま
た
、「
被
告
に
は
業
務
中
の
事
故

歴
が
あ
っ
て
、
原
告
（
会
社
）
代
表
者

は
被
告
（
従
業
員
）
の
業
務
遂
行
能
力

等
を
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

原
告
に
お
い
て
被
告
が
再
度
交
通
事
故

を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
こ
と
を
予
測
で

き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
は
、
損

害
保
険
契
約
の
内
容
を
見
直
す
な
ど
の

適
切
な
リ
ス
ク
管
理
を
怠
っ
た
ば
か
り

か
、
被
告
に
補
助
者
を
あ
て
が
わ
ず
に

大
型
の
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ス
を
積
載
・
運

搬
さ
せ
る
な
ど
、
本
件
事
故
に
対
す
る

万
全
の
予
防
策
も
講
じ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
本
件
事
故
が
起
き
る
や
、
被
告

の
同
意
を
得
た
と
は
い
え
、
給
料
か
ら

毎
月
三
万
円
を
終
期
も
決
め
ず
に
継
続

し
て
差
し
引
い
た
た
め
、
被
告
の
手
取

り
額
は
一
三
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
被
告
に
退

社
を
決
意
さ
せ
る
遠
因
と
な
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
の
ほ
か
に
、
本
件
事
故

当
時
の
被
控
訴
人
の
給
与
額
等
を
も
総

合
考
慮
す
る
と
、
原
告
が
、
本
件
事
故

に
よ
り
生
じ
た
総
損
害
額
（
一
六
九
万

六
二
〇
一
円
）
の
約
二
四
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
四
二
万
円
を
弁
済
し
た

被
告
に
対
し
、
さ
ら
に
損
害
賠
償
金
の

支
払
い
を
求
め
た
り
求
償
権
の
行
使
を

す
る
こ
と
は
、
損
害
の
公
平
な
分
担
の

見
地
か
ら
、
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
（
平
成
一
三
・

三
・
二
一
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
判
決
、

合
資
会
社
Ｍ
運
輸
事
件
、
労
判
八
二
五

号
七
二
頁
）。

こ
の
四
月
一
日
か
ら
適
用
の
改
正
労
働
契

約
法
第
二
〇
条
の
「
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ

と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
」
は
、

紛
争
リ
ス
ク
が
高
く
、
あ
っ
せ
ん
や
労
働
審

判
等
の
申
立
て
が
予
想
さ
れ
る
。

同
条
の
「
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い

る
労
働
者
の
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働

条
件
が
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

同
一
の
使
用
者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
契
約

の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
と
相
違
す
る
場
合

に
お
い
て
」、
当
該
業
務
に
伴
う
責
任
の
程

度
、
配
置
の
変
更
の
範
囲

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し

て
、「
不
合
理
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。」
と
い
う
規
定

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の

企
業
の
間
に
大
変
な
困
惑

が
広
が
っ
て
い
る
。

第
一
は
、
こ
の
「『
労
働
条
件
』
に
は
、

賃
金
や
労
働
時
間
等
の
狭
義
の
労
働
条
件
の

み
な
ら
ず
、
労
働
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
災
害
補
償
、
服
務
規
律
、
教
育
訓
練
、
付

随
義
務
、
福
利
厚
生
等
労
働
者
に
対
す
る
一

切
の
待
遇
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」

で
あ
る
。

第
二
は
、「
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
の
条
文
の
解

釈
で
あ
る
。

通
達
で
は
、「
と
り
わ
け
、
通
勤
手
当
、

食
堂
の
利
用
、
安
全
管
理
な
ど
に
つ
い
て
労

働
条
件
を
相
違
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
該
職
務

の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
特
段
の
理
由
が
な
い
限
り

合
理
的
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

条
文
上
は
、「
合
理
的
で
あ
る
こ
と
」
と
は

規
定
し
て
お
ら
ず
、
本
条
は
民
事
法
で
あ
り
、

行
政
当
局
に
有
権
的
な
解
釈
権
は
な
く
、
す

べ
て
は
裁
判
所
の
判
決
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

本
条
の
「
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
の
解
釈
に
つ
い

て
、
菅
野
和
夫
東
大
名
誉
教
授
は
、
本
条
の

「『
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
』
と
は
、
有
期
契
約
労
働
者
に
対

す
る
不
利
益
な
取
扱
い
が『
合
理
的
な
も
の
』

と
認
め
ら
れ
る
必
要
は
な
い
が
、『
不
合
理
』

と
ま
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
（
中
略
）

…
有
期
契
約
労
働
者
の
労
働
条
件
が
無
期
契

約
労
働
者
の
労
働
条
件
に
比
し
て
単
に
低
い

ば
か
り
で
は
な
く
、
法
的
に
否
認
す
べ
き
程

度
に
不
公
正
に
低
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
の
趣
旨
を
表
現
し
た
も
の
と
解
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
有
期
契
約
労
働
者
の
労

働
条
件
の
相
対
的
な
低
さ
に
つ
い
て
は
、
低

さ
の
程
度
の
分
析
・
評
価
が
必
要
で
あ
り
、

し
か
も
低
さ
の
程
度
は
社
会
的
に
不
公
平
と

い
え
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と

と
な
る
。」（『
労
働
法
（
第
一
〇
版
）』
二
三

五
〜
二
三
六
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
通
勤
手
当
に
つ
い
て
も
、

「
無
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
は
徒
歩
な
い

し
自
転
車
で
は
通
勤
困
難
な
事
業
所
へ
の
異

動
が
あ
り
得
る
の
で
、『
職
務
の
内
容
及
び

配
置
の
変
更
の
範
囲
』
を
考
慮
し
て
、
通
勤

手
当
の
支
給
の
有
無
と
い
う
相
違
は
、
一
般

的
に
は
、
法
第
二
〇
条
の
不
合
理
性
の
判
断

に
お
い
て
、
不
合
理
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と

解
さ
れ
よ
う
。」
と
い
っ
た
趣
旨
の
厚
労
省

説
明
会
で
当
局
の
回
答
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

こ
の
場
合
に
は
差
異
は
あ
っ
て
も
、「
社
会

的
に
み
て
不
合
理
な
も
の
」
と
は
い
え
な
い

た
め
で
あ
る
。

紛
争
リ
ス
ク
の
高
い
有
期
契
約
の

不
合
理
な
労
働
条
件
問
題

弁
護
士

安
西

�

―２４―









































































































































最近における埼玉県労働委員会の審査状況

平成２４年度 不当労働行為事件の一覧

審査実施回数
（２４年度）

計

５
�

９
�

―

３
�

２
�

２
�

１
（―）

２２

和
解

１
�

―
―

―

２
�

―
―

―
（―）

―
―

３

審
問

３
�

２
�

―

―
―

―
―

―
（―）

―
―

５

調
査

１
�

７
�

―

１
�

２
�

２
�

１
（―）

１４

審査現況
［終結状況］
（経過日数）

一部救済命令
（２５．３．２７）

【処理日数
５５５日】

審問中
次回�審問

（３８３日）

自主和解
（２４．９．４）

【処理日数
２８日】

関与和解
（２４．１２．１８）

【処理日数
１００日】

取下げ
（２５．１．２２）

【処理日数
１２４日】

調査中
次回�調査

（６８日）

調査中
次回�和解

（６１日）

年度計

第１回
調査期日
（第１回調
査期日ま
での日数）

２３．１０．２７
（３８日）

２４．４．２０
（３８日）

２４．１０．３１
（５１日）

２４．１１．５
（４６日）

２５．２．２６
（３５日）

２５．３．１３
（４３日）

（注）審査実施回数の上段は平成２４年度、下段（ ）内は、前年度の実施回数を含む通算実施回数である。
なお、事件名が反転しているものは終結した事件である。

企業
規模

４２人

７０人

９０人

２９０人

３人

４０８人

１４人

業種

道路貨物運
送業

教育

福祉

製造業

飲食
サービス業

教育

自動車
修理業

被申立人

Ａ株式会社

学校法人Ｂ

社会福祉
法人Ｃ

Ｄ株式会社

Ｅ

学校法人Ｆ

有限会社Ｇ

加盟
上部
団体

全労連

全労連

全労連

全労連

無所属

全労連

全労連

申立
人別

組合

組合

個人

組合

組合

組合

組合

申立人

全日本建設交運一般労働組
合千葉県本部千葉合同本部
A分会
全日本建設交運一般労働組
合千葉県本部千葉合同本部

埼玉県私立学校
教職員組合連合

Ｃ（個人）

全日本金属情報
機器労働組合
全日本金属情報
機器労働組合埼
玉地方本部
全日本金属情報
機器労働組合Ｄ
支部

全国一般埼京
ユニオン

Ｆ教職員組合
埼玉県私立学校教職員組合
連合
東京公務公共一般労働組合

全労連・埼玉ユ
ニオン

該当
号

１，２，
３

１，２

２

２

２

２

２

主な請求
する内容

利益取扱撤回
団体交渉応諾
支配介入禁止

不利益取扱
撤回
団体交渉応
諾

文書手交・
掲示

誠実団交

団交応諾

団体交渉
応諾

団体交渉応
諾

申立年
月日

２３．９．２０

２４．３．１４

２４．８．８

２４．９．１０

２４．９．２１

２５．１．２３

２５．１．３０

事件
名

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

事件
番号

２３－４

２４－１

２４－２

２４－３

２４－４

２５－１

２５－２

�

１

２

３

４

５

６

７

平成２４年度 調整事件の概要

終結
区分

解決
合意書締結

解決
合意書締結

打切り
あっせん拒否

解決
合意書締結

調整
回数

１回

４回

０回

１回

所要
日数

３１日

１９９日

８日

１８日

終結
年月日

２４．５．２４

２４．１２．２７

２４．７．６

２４．７．２６

調整事項

１ 非常勤講師
の雇い止め
解雇の解決
及び団交の
促進

１ 権限のある
管理職の出
席

２ 合意内容の
遵守

３ 誠実団交
４ 労働委員会

あっせん案
の提示

１ 団交促進

１ 解雇の撤回
２ 退職強要へ

の謝罪
３ 雇用契約書

等の撤回

申請
年月日

２４．４．２４

２４．６．１２

２４．６．２９

２４．７．９

加盟
上部団体

無所属

全労連

全労連

全労連

申請者
区分

労

労

労

労

従業
員数

１２９

９２３

３２３

２８

社内
組合員数

１１

４

１１

１

組合
員数

３３０

４

１３

１

業種

教育

地方公務

教育

塗装・印刷業

所在地

さいた
ま市

三郷市

さいた
ま市

行田市

調整区分

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

事件
番号

２４－０４

２４－０５

２４－０６

２４－０７

�

１

２

３

４

（平成２５年３月３１日現在）

（平成２５年３月３１日現在）

―２５―



平成２４年度 調整事件の概要

終結
区分

打切り
主張対立

解決
合意書締結

取下げ

解決
取下書提出

解決
合意書締結

（係属中）

（係属中）

打切り
あっせん拒否

解決
合意書締結

（係属中）

打切り
あっせん拒否

調整
回数

２回

１回

２回

２回

２回

０回

２回

０回

所要
日数

６０日

３３日

８６日

８１日

３７日

１５日

４３日

２０日

終結
年月日

２３．９．１４

２４．８．２０

２４．１１．２２

２４．１２．２８

２４．１２．２７

２４．１２．１４

２５．３．４

２５．３．１３

調整事項

１ 夏季一時金
の解決

２ 未払退職金
の支払

３ 関連会社の
財務内容の
開示

１ 誠実団交
２ 説明不足に

よる損害に
対する補償

３ 事務手続き
不備による
損害に対す
る補償

１ 団体交渉の
開催

２ 学内での組
合活動の保
障

１ 団交時にお
ける上部団
体排除の撤
回

２ 団交促進

１ 賃下げの撤
回

２ 勤務停止の
解除

３ 団交促進

１ パワハラの
謝罪

２ 慰謝料の支
払

１ 団交促進
２ 退職金、過

去の有給休
暇分の賃金、
未払い残業
代、クリー
ニング代、
長靴代、パ
ワハラ慰謝
料等の支払

３ ３月及び４
月分給料明
細、会社都
合の離職票
発行

４ 社会保険料
未加入期間
の補填

１ 組合員の現
職復帰

２ 団交促進

１ 退職金規程
に則った退
職金の支払

１ 労使交渉・
労使合意を
基本とする
良好な労使
関係の修復

２ 高齢期雇用
制の交渉促
進

１ 契約更新

申請
年月日

２４．７．１７

２４．７．１９

２４．８．２９

２４．１０．９

２４．１１．２１

２４．１１．２６

２４．１１．２８

２４．１１．３０

２５．１．２１

２５．２．２１

２５．２．２２

加盟
上部団体

無所属

全労連

無所属

連合

連合

無所属

全労連

全労連

連合

全労連

無所属

申請者
区分

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

従業
員数

２５０

―

３００

４０

１７

８

９０

２７５

５０

１，６２１

２，６０６

社内
組合員数

２

３

５

３８

３

１

１

１２

４２

１２３

１

組合
員数

２

３６

５

３８

３

３３０

８３０

１２

４２

１２３

２８

業種

医療

郵便事業

教育

製造業

物品賃貸業

その他の
サービス業

製造業

教育

タクシー業

地方公務

保険業

所在地

東松山
市

越谷市

川越市

朝霞市

越谷市

さいた
ま市

戸田市

深谷市

さいた
ま市

入間市

さいた
ま市

調整区分

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

事件
番号

２４－０８

２４－０９

２４－１０

２４－１１

２４－１２

２４－１３

２４－１４

２４－１５

２５－０１

２５－０２

２５－０３

�

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

（平成２５年３月３１日現在）

―２６―



平成２４年度の新規申立件数は５件と、
前年度に比べて増加した。
これら５件はいずれも労働組合法第７
条第２号の不当労働行為（団体交渉拒否・
不誠実な団体交渉）があったとして申し
立てられた事件である。

・２３年度は減少したが、２４年度には増加に転じた。

・合同労組（無所属）の割合が各年度とも大きな割合を占めている。

【（ ）内は新規申請事件に係る件数で、内数。以下同じ。】

・２３年度解決率は減少したが、２４年度には増加に転じている。

・団体交渉促進をはじめとする非経済的事項の割合が高い。・教育をはじめとするサービス業及び製造業の占める割合が高い。

表１ 不当労働行為事件 取扱状況

２４年度

２
５

７

１
１

１

０
１
０
０

４

３

２３年度

３
２

５

０
０

２

０
１
０
０

３

２

２２年度

３
４

７

０
１

０

１
０
０
２

４

３

２１年度

１
４

５

１
０

０

０
０
１
０

２

３

２０年度

１
７

８

３
２

１

０
０
１
０

７

１

年度区分
前 年 度 繰 越
新 規 申 立 て

計

取 下 げ
自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済
一 部 救 済
棄 却
却 下

計

次年度繰越（係属中）

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

取
扱
件
数

終

結

件

数

表２ 当該年度の取扱件数（前年度繰越＋新規申請）
２４年度

３
１５

１８

２３年度

２
１３

１５

２２年度

９
１５

２４

項目

前 年 度 繰 越
新 規 申 請

計

取
扱
件
数

表３ 組合の上部団体別件数

２４年度

３�
９�
０�
６�

１８�

２３年度

３�
６�
０�
６�

１５�

２２年度

５�
７�
１�
１１	

２４�

区分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

調整事件取扱状況総括表 （平成２５年３月３１日現在） 単位：件

表５ 調整事項別件数

２４年度

０�
１

１

３�
０�
３�
８�

１

２

７	
２�
１３�
８
３３�

４１�
※一つの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致しない。

２３年度

２�
２�
２�
１

６�
１１�
２４�

１

２�
３�
１

７	
４�
１８�

４２�

２２年度

２

２�
０�
０�
４�
０�
８	

４

２�
７�
２

１１	
１３
３９�

４７�

区分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

表４ 業種別件数

２４年度

０�
４�
０�
１�
１

０�
０�
０�
１

１

９
６�
２�
２�

１８�

２３年度

２�
４�
０�
３�
１�
２�
０�
０�
０�
１

３�
２

２

２


１５�

２２年度

０�
９�
０�
５�
２�
２

１�
１

０�
０�
７�
２

５�
２�

２４�

区分

建 設 業
製 造 業
電気・ガス・水道業
運 輸 ・ 通 信 業
道路旅客運送業
道路貨物運送業
そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業
金 融 ・ 保 険 業
医 療 、 福 祉
サ ー ビ ス 業
教 育
上記以外のサービス業

公 務

計

当該年度における終結件数（前年度繰越分を含む）
２４年度
８
５
０
２

１５
６１．５

３
※解決率＝解決件数／（解決件数＋打切り・不調件数）×１００

２３年度
６
６
０
０

１２
５０．０

３

２２年度
１３
４
０
５

２２
７６．５

２

項目
解 決
打 切 り ・ 不 調
不 開 始
取 下 げ

計
解 決 率 （％）

次 年 度 繰 越

終

結

件

数

―２７―



平
成
２５
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

平
成
２５
年
度
は
「
通
商
産
業
政
策
の
地
方

分
権
化
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
産
業
を
興
し
、

雇
用
拡
大
を
図
り
、最
優
先
課
題
で
あ
る「
経

済
の
再
生
」
に
つ
な
げ
て
い
く
。

中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る
と
と

も
に
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
研
究
開
発
支
援
等
に
よ
り
中
小
企

業
の
次
世
代
産
業
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
。

お
も
て
な
し
実
践
企
業
等
の
表
彰
や
食
・
ア

ニ
メ
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
づ
く
り
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
関
連
資
金
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
強
化
融
資
」
を
創
設
す

る
な
ど
中
小
企
業
の
資
金
需

要
に
万
全
を
期
す
。

「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

企
業
内
保
育
所
の
整
備
促
進

や
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
支

援
、
再
就
職
支
援
、
創
業
支

援
を
進
め
る
。

「
埼
玉
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
エ
コ
タ

ウ
ン
モ
デ
ル
地
域
内
（
本
庄

市
・
東
松
山
市
）
の
工
業
団
地
等
の
省
エ
ネ

化
を
集
中
的
に
支
援
し
エ
コ
・
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
化
を
促
進
す
る
。

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特

区
を
活
用
し
て
設
置
し
た
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
新
た
に

若
者
・
女
性
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
相
談

か
ら
職
業
紹
介
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援

を
行
う
。
ま
た
、
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇

用
体
験
や
障
害
者
の
職
業
適
性
の
評
価
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
障
害
者
の
雇
用
拡
大
と
職

場
定
着
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
も
の
づ
く

り
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
介
護
分
野
な
ど

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
図

る
。主

な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

（

）
内
は
平
成
２５
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

１

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
埼
玉
モ
デ
ル
の
構
築

（
埼
玉
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
）

�
エ
コ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
推
進
事
業

（
八
一
、
三
一
八
）

エ
コ
タ
ウ
ン
モ
デ
ル
地
域
内（
本
庄
市
・

東
松
山
市
）
の
工
場
に
つ
い
て
省
エ
ネ
化

を
進
め
る
た
め
の
生
産
設
備
や
空
調
設
備

等
の
更
新
・
改
修
を
集
中
的
に
支
援

２

女
性
が
い
き
い
き
と
輝
く
社
会
の
構
築

（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
）

�
企
業
内
保
育
所
の
整
備
促
進

（
七
一
、
七
五
五
）

企
業
内
保
育
所
の
設
置
や
共
同
利
用
型

企
業
内
保
育
所
の
運
営
経
費
の
助
成
、
企

業
内
保
育
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
企

業
等
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等

�
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
支
援
事
業

（
三
、
二
〇
五
）

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
な
ど
女

性
・
男
性
・
大
学
生
の
３
方
向
へ
の
情
報

発
信
と
意
識
改
革
の
実
施

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
事
業

（
一
、
四
五
〇
）

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る
企

業
や
女
性
が
活
躍
す
る
企
業
の
成
功
事
例
、

女
性
向
け
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
な
ど

を
ま
と
め
た
総
合
サ
イ
ト
の
開
設

�
女
性
の
再
就
職
支
援
事
業
費

（
四
二
、
五
七
三
）

介
護
や
保
育
の
有
資
格
者
や
就
職
活
動

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
主
婦
の
再
就
職
を

促
進
す
る
た
め
の
実
習
・
体
験
型
研
修
の

実
施
（
千
百
人
）

�
女
性
の
創
業
を
支
援

（
七
、
九
四
五
）

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
女
性
起
業
支
援
ル
ー
ム
）

の
設
置
・
運
営
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
女
性
起
業
家
の
た
め
の
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
支
援
等

�S
A
IT
A
M
A
S
m
ile
W
o
m
e
n

フ
ェ

ス
タ
開
催
事
業

（
九
、
八
七
八
）

女
性
の
た
め
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
働

き
た
い
女
性
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

創
業
・
就
業
相
談
な
ど
の
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
３

世
界
水
準
の
中
小
企
業
育
成

�
中
小
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援

（
一
六
五
、
六
六
〇
）

埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の

運
営
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
進
出
支
援
の
た

め
の
現
地
日
系
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
、
医
療
機
器
や
次
世
代
自
動
車
部
品

な
ど
成
長
産
業
分
野
の
海
外
販
路
開
拓
支

援
等

�
次
世
代
産
業
参
入
支
援

（
一
二
五
、
六
三
六
）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
医
療
・
福
祉
な
ど
次

世
代
産
業
分
野
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
、
先
進
的
な
技
術
・
製
品
開
発

に
対
す
る
助
成
（
補
助
率
�
１
／
２
、
上

限
額
�
一
千
万
円
）、
さ
い
た
ま
市
と
連

携
し
た
医
療
系
も
の
づ
く
り
産
業
埼
玉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
等

�
新
産
業
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業

（
七
五
、
七
五
〇
）

県
内
中
小
企
業
の
研
究
開
発
ニ
ー
ズ
と

大
学
の
先
端
シ
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
た
産

学
連
携
等
に
よ
る
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
公
募
に
よ
る
選
定
、新
技
術
の
開
発
・

実
用
化

４

が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
支
援

�
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
二
、
八
八
〇
、
三
八
五
）

商
工
会
議
所
、
商
工
会
が
行
う
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
へ

の
助
成
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
が
自
ら

の
発
案
に
よ
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め
行
う
広
域
的
な
事
業
に
対
す
る
補

助
の
創
設

�
中
小
企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

（
一
五
、
三
六
九
）

中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
た
め
、
意
欲
の
あ
る
企
業
の
掘
り
起

こ
し
か
ら
経
営
革
新
計
画
の
策
定
支
援
、

計
画
承
認
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
実
施

�
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
三
、
四
一
九
、
五
八
八
）

経
営
あ
ん
し
ん
資
金
や
企
業
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
資
金
の
対
象
者
要
件
の
緩
和
な
ど
に

よ
り
金
融
円
滑
化
法
失
効
後
の
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
を
支
援
、
工
場
の
省
エ
ネ
設

備
等
の
導
入
を
促
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
強
化
融
資
を
創
設（
融
資
枠
百
億
円
）等

�
地
域
商
業
活
性
化
促
進
事
業

（
三
四
、
六
一
九
）

次
世
代
を
担
う
若
手
商
業
者
の
育
成
、

商
店
街
等
を
支
援
す
る
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
と
地
域
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
地
域
活
動
の
支
援
、
環
境
配
慮
型
施

設
整
備
に
要
す
る
経
費
の
助
成
等

�
生
活
サ
ポ
ー
ト
産
業
成
長
支
援
事
業

（
六
、
一
五
五
）

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
県
内
機
関
と
連
携
し

て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
・
成
長
を
目

指
す
企
業
の
支
援
を
実
施

５

産
業
集
積
の
推
進

�
企
業
誘
致
の
推
進

（
一
、
五
八
二
、
七
九
八
）

市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の
促
進

及
び
立
地
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

拡
大
、
関
西
地
区
企
業
と
の
交
流
会
の
開

催
、
県
内
に
立
地
す
る
企
業
に
対
す
る
不

動
産
取
得
税
相
当
額
の
助
成

�
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
整

備
事
業
費

（
九
、
一
二
四
、
六
七
一
）

産
業
の
振
興
と
地
域
住
民
の
活
動
・
交

流
を
促
進
す
る
た
め
の
複
合
拠
点
施
設
を

川
越
市
と
共
同
で
整
備
（
工
期
平
成
２４
年

１２
月
〜
２７
年
１
月
）

６

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
日
本
一
の
お
も
て
な
し
県
推
進
事
業

（
二
、
三
九
四
）

お
も
て
な
し
実
践
企
業
等
の
表
彰
、
お

も
て
な
し
力
向
上
に
取
り
組
む
事
業
所
の

支
援
・
Ｐ
Ｒ
等

�
「
食
」
の
観
光
推
進
事
業

（
三
八
、
〇
六
〇
）

「
埼
玉
Ｓ
級
グ
ル
メ
」
を
発
掘
し
、
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ

�
日
本
一
の
ア
ニ
メ
の
聖
地
事
業

（
五
、
四
六
八
）

「
埼
玉
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
仮
称
）」
の
開
催

�
産
業
観
光
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業

（
五
、
〇
七
六
）

多
彩
で
豊
富
な
工
場
の
あ
る
埼
玉
の
特

色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
周
遊
モ
デ
ル
コ

ー
ス
の
設
定
・
Ｐ
Ｒ

�
埼
玉
観
光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

（
五
四
、
九
八
六
）

雑
誌
、
テ
レ
ビ
等
の
広
告
メ
デ
ィ
ア
や
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

７

雇
用
の
安
心

�
埼
玉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
業
支

援

（
二
一
八
、
八
六
四
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
を
活
用
し
、
Ｊ
Ｒ

武
蔵
浦
和
駅
前
の
ラ
ム
ザ
タ
ワ
ー
ビ
ル
に

お
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
と
県

が
行
う
若
者
、
女
性
、
中
高
年
向
け
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
実
施
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援

�
障
害
者
の
就
労
支
援
の
強
化

（
一
三
五
、
四
六
六
）

障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
障
害
者
雇

用
企
業
の
開
拓
、
企
業
の
障
害
者
雇
用
体

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

伸び率

１０．７％

―

平成２４年度

２８，０７８，２４０千円

１．７％

平成２５年度

３１，０７７，７２６千円

１．９％

区 分

予算総額

一般会計構成比＊

コバトン

産業労働部一般会計予算 ＊県の一般会計予算に占める部の事業予算の割合

―２８―



中
小
企
業
若
手
社
員
の

海
外
研
修
を
支
援
し
ま
す
！

中国の労働事情を学ぶ若手社員

「
女
性
の
力
で
企
業
を
元
気

に
！
」
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
募
集

「
働
く
女
性
応
援
講
座
」を

開
催
し
ま
す
！

中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
御
案
内

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を

御
利
用
く
だ
さ
い
！

県のマスコット
コバトン

「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報
館
」

動
画
掲
載
企
業
募
集
！

験
の
促
進
、
職
業
適
性
評
価
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
働
く
意
欲
の
あ
る
障
害
者
の
就
労

支
援
、
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
）
に
よ
る
障
害
者
職
場
定
着
支
援
の
強

化
等

�
学
生
や
若
年
求
職
者
に
対
す
る
就
業
支

援
（
一
部
再
掲
）
（
二
五
八
、
二
五
二
）

ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
お

け
る
若
年
求
職
者
の
就
職
活
動
の
総
合
的

支
援
、
企
業
と
大
学
の
交
流
会
や
金
融
機

関
等
と
連
携
し
た
面
接
会
の
実
施
、
求
人

企
業
と
求
職
者
が
相
互
に
面
接
リ
ク
エ
ス

ト
で
き
る
求
人
サ
イ
ト
の
開
発
に
よ
る
中

小
企
業
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促

進
等

�
職
業
訓
練
の
充
実

（
二
、
〇
五
八
、
一
六
七
）

新
規
学
卒
者
や
求
職
者
を
対
象
に
、
高

等
技
術
専
門
校
に
お
け
る
訓
練
の
ほ
か
、

民
間
の
教
育
訓
練
機
関
等
を
活
用
し
、
も

の
づ
く
り
分
野
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

介
護
分
野
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

人
材
の
育
成
（
一
万
九
百
五
十
人
）

�
も
の
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
支
援
事
業

（
二
、
二
〇
五
）

フ
リ
ー
タ
ー
や
求
職
者
を
対
象
に
、
も

の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
や
現
場
体
験
等
の
機

会
を
提
供
し
、
後
継
者
不
足
に
悩
む
も
の

づ
く
り
分
野
へ
の
就
職
を
誘
導

８

時
代
に
応
え
未
来
を
拓
く
人
材
育
成

�
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

（
一
七
、
〇
〇
七
）

県
内
中
小
企
業
に
対
し
若
手
社
員
の
海

外
企
業
等
へ
の
派
遣
研
修
費
用
の
助
成

（
２０
社
）、
県
内
企
業
の
海
外
拠
点
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
要
す
る
費
用
の
助
成

（
２０
人
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

埼
玉
県
で
は
、
県
内
企
業
に
お
け
る
海
外

展
開
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、「
中
小
企
業
若
手
社
員
海
外
研
修
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
中
小
企
業
に
対
し
、
若
手
社
員
を

海
外
に
派
遣
し
て
行
う
研
修
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
�
県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業

対
象
事
業
�
４４
歳
以
下
の
若
手
社
員
を
海
外

の
企
業
・
大
学
等
に
派
遣
し
て
行
う
お
お

む
ね
１
年
以
内
の
研
修
（
年
度
を
ま
た
ぐ

研
修
も
対
象
）

補
助
率
�
対
象
経
費
（
渡
航
費
、
滞
在
費
、

研
修
費
な
ど
）
の
１
／
２
以
内

（
上
限
額
�
百
万
円
）

募
集
期
間
�
平
成
２５
年
４
月
１
日
�
か
ら
随

時
・
詳
細
は
次
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/page/

haken.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

産
業
・
雇
用
企
画
調
査
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

今
産
業
界
が
注
目
し
て
い
る「
女
性
の
力
」

果
た
し
て
、
女
性
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
本
当
に
企
業
が
元
気
に
な
る
の
か
？

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
提
唱
者
で
あ
る

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
証
券
の
キ
ャ
シ
ー

松
井
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、「
女
性
の
力
で
企
業
を
元
気
に
す

る
秘
訣
」に
つ
い
て
、企
業
等
の
ト
ッ
プ
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
平
成
２５
年
６
月
４
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
１５
分

（
１２
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始
）

場
所
�
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
ホ
ー
ル

対
象
�
企
業
経
営
者
、
管
理
職
、
人
事
労
務

担
当
者
、
女
性
活
用
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
。

定
員
�
５
０
０
名

申
込
�
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
ま
で
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
所
属
（
企
業
名
、
役
職
名
、

担
当
名
）を
記
載
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０

４
８
―
８
３
０
―
４
８
２
１
）
で
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
５
）

県
で
は
、
職
場
に
お
け
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
や
業
務
ス
キ
ル
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
や
育
休
か
ら
の
復
帰
を
目
指
す
女
性
従

業
員
等
の
職
場
研
修
の
一
環
と
し
て
も
御
活

用
く
だ
さ
い
。

�
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

日
時
�
７
月
６
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

内
容
�
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学
ぶ

�
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア

を
継
続
す
る
コ
ツ

日
時
�
７
月
３１
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

内
容
�
家
庭
も
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
納
得
の

い
く
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
場
所
�
い
ず
れ
も
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
い
合
わ
せ
�
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
電
話
（
０
４
８
―
６
０
１
―
５

８
１
０
）
で
。

右
記
の
ほ
か
、
短
時
間
で
業
務
を
こ
な
す

コ
ツ
や
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ス
キ

ル
の
習
得
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

〜
従
業
員
の
福
利
厚
生
が
充
実
し
ま
す
〜

中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
し
、
中
小
企
業
が
単
独
で
は
実
施
し
が
た

い
総
合
的
な
勤
労
者
福
祉
事
業
を
行
う
団
体

で
す
。

※
事
業
内
容
・
入
会
資
格
等
は
各
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
内
で
は
次
の
９
団
体
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

川
口
市
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
八
―
二
五
七
―
五
五
五
一

川
越
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
九
―
二
二
七
―
七
三
〇
一

上
尾
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
八
―
七
七
一
―
五
七
〇
〇

狭
山
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
―
二
九
五
五
―
七
八
一
一

大
里
地
域
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
八
―
五
二
四
―
五
五
三
〇

さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
・
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
八
―
八
四
〇
―
一
一
三
三

所
沢
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

�
〇
四
―
二
九
四
〇
―
一
八
〇
〇

入
間
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�
〇
四
―
二
九
六
四
―
六
三
九
三

ふ
じ
み
野
市
勤
労
者
福
祉
共
済
会

�
〇
四
九
―
二
九
三
―
八
八
三
五

�
全
般
的
な
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

労
働
福
祉
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

埼
玉
県
で
は
、
様
々
な
労
働
問
題
の
相
談

に
つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
員
の
人
間
関
係
な
ど
、
職
場
の

悩
み
に
つ
い
て
専
門
家
が
お
話
を
聞
き
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
使
用
者
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

�
労
働
相
談

・
電
話
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
面
接
相
談

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
い
ず
れ
も
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

�
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
半
・
３
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
予
約
が
必
要
で
す（
前
日
の
午
前
中
ま
で
）

・
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
rodosodan/

�
相
談
・
予
約
先

県
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー

（
０
４
８
―
８
３

０
―
４
５
２
２
）

〜
ネ
ッ
ト
上
で
会
社
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
就
職
活
動
中
の
学

生
等
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
県
内
中
小
企

業
の
製
造
・
販
売
現
場
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
習
場
面
等
を
動
画
に
撮
影
し
、
職
業
訓

練
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
情
報
サ
イ
ト

「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報
館
」
な
ど
の
県
公

式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
に
自
社
の
動

画
を
掲
載
す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
県
公
式
サ
イ
ト
上
で
会
社

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
い
企
業
の
方
々
の
積

極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４４
社
先
着
順
で
、
費
用
は
１
万
円
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
）

―２９―



大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

学
生
受
入
の
お
願
い

学
生
が
在
学
中
に
実
社
会
で
就
業
体

験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

平
成
二
十
五
年
度
も
埼
玉
県
の
事
業

「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
の
推
進
団
体
と
し
て
本
会

は
そ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
の
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
二
十
四
年
度
は
夏
季
を
中
心
に
約
二

二
三
名
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
も
、
会
員
企

業
を
は
じ
め
学
生
を
受
入
い
た
だ
い
た

企
業
・
団
体
等
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
も
引
き
続
き
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次

代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
の

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
」
に
お
け
る
学
生
の
受
入
に
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
に
つ
い
て

□
埼
玉
県
（
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育

成
課
）
委
託
事
業

□
実
施
推
進
団
体
�
埼
玉
県
経
営
者
協

会
□
対
象
学
生
�
大
学
、
短
期
大
学
、
大

学
院

□
実
施
日
数
�
夏
休
み
を
中
心
に
一
週

間
〜
二
週
間
程
度

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果

学
生
が
社
会
や
企
業
な
ど
の
実
情
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、

�
就
業
意
識
を
高
め
る

�
職
業
選
択
を
促
進
す
る

�
就
職
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

�
就
職
後
の
定
着
化
を
高
め
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
受
入
先
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

�
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
な
り
、
広
く
社
会
に
開
か
れ

た
企
業
姿
勢
が
認
め
ら
れ
ま
す

�
受
入
に
よ
り
、
学
生
の
感
性
、
視

点
、
専
門
能
力
な
ど
を
活
用
で
き
、

職
場
を
活
性
化
す
る
ヒ
ン
ト
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

�
学
生
を
指
導
す
る
若
手
社
員
や
職

員
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す

�
実
施
学
生
を
採
用
す
る
可
能
性
や

大
学
と
の
交
流
機
会
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す

◇
平
成
二
四
年
度
登
録
大
学

九
三
校

県
内
大
学

二
六
校

県
外
大
学

六
七
校

〔
参
考
〕
県
内
登
録
大
学
一
覧
（
五
十

音
順
）

埼
玉
学
園
大
学
、
埼
玉
県
立
大
学
、
埼

玉
工
業
大
学
、
埼
玉
大
学
、
十
文
字
学

園
女
子
大
学
、
淑
徳
大
学
、
城
西
大
学
、

尚
美
学
園
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
聖

学
院
大
学
、
西
武
文
理
大
学
、
大
東
文

化
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
東
京
電
機

大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
東
洋
大
学
、

獨
協
大
学
、
日
本
工
業
大
学
、
日
本
薬

科
大
学
、
人
間
総
合
科
学
大
学
、
文
京

学
院
大
学
、
文
教
大
学
、
平
成
国
際
大

学
、
も
の
つ
く
り
大
学
、
山
村
学
園
短

期
大
学
、
立
正
大
学

□
問
合
わ
せ
□

参
加
登
録
方
法
、
実
施
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.saitam

a-internship.jp

埼
玉
県
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
務
局
（
宮
田
、
天
沼
、
古
瀬
、

藤
川
）

電
話
�
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

▼
先
ず
は
、
第
８５
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

で
の
「
浦
和
学
院
高
校
」、
愛
媛
県
代
表

の
済
美
高
を
１７
対
１
の
大
差
で
下
し
、
春

夏
を
通
じ
て
の
初
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
埼
玉
県
勢
と
し
て

は
、
１
９
６
８
年（
昭
和
４５
年
）

の
大
宮
工
業
高
校
以
来
で
４５
年

ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
で
あ
る
。

今
回
は
「
伝
統
」
の
驚
異
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
故
野
本
監
督

が
率
い
て
い
た
上
尾
高
校
野
球

の
精
神
が
、
森
監
督
と
い
う
教

え
子
に
引
き
継
が
れ
て
の
優
勝

で
あ
る
。
開
校
し
て
３５
年
目
で
、

し
か
も
８５
回
目
の
大
会
で
４５
年

振
り
と
く
る
と
、
何
故
か「
５
」

と
い
う
数
字
に
深
い
マ
ジ
ッ
ク

性
を
感
じ
て
し
ま
う
。

▼
公
益
財
団
法
人
社
会
経
済
生

産
性
本
部
が
命
名
し
た
平
成
２５

年
度
（
２
０
１
３
年
）
の
新
入

社
員
の
タ
イ
プ
は
、『
ロ
ボ
ッ

ト
掃
除
機
型
』
だ
。
そ
の
理
由
は
、
一
見

ど
れ
も
均
一
的
で
区
別
が
つ
き
に
く
い
が
、

部
屋
の
隅
々
ま
で
効
率
的
に
動
き
回
り
家

事
な
ど
時
間
の
短
縮
に
役
立
つ
（
就
職
活

動
期
間
が
２
か
月
短
縮
さ
れ
た
な
か
で
、

効
率
よ
く
会
社
訪
問
を
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
）。
し
か
し
段
差
（
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
）
に
弱
く
、
た
ま
に
行
方
不
明
に
な
っ

た
り
、
裏
返
し
に
な
っ
て
も
が
き
続
け
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
能
力
を
発
揮
さ
せ

る
に
は
環
境
整
備
（
職
場
の
フ
ォ
ロ
ー
や

丁
寧
な
育
成
）
が
必
要
、
と
の
事
。（
以

上
；
社
会
経
済
生
産
性
本
部
資
料
）

▼
新
卒
新
入
社
員
を
採
用
し
た
企
業
に
あ

っ
て
は
、
育
成
の
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
工
夫
す
る
、
組
織
と
し
て
最
初
か
ら

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
配
慮
す
る
、
新
入
社
員
を
孤
立

さ
せ
な
い
な
ど
、
職
場
と
し
て
受
け
入
れ

環
境
を
整
え
新
人
を
育
成
し
て
い
っ
て
欲

し
い
、
と
も
。

ち
な
み
に
、
平
成
２４
年
度
（
２
０
１
２

年
）
の
新
入
社
員
の
タ
イ
プ
は
、

「
奇
跡
の
一
本
松
型
」
で
あ
っ

た
。（
以
上
；
社
会
経
済
生
産

性
本
部
資
料
）

▼
日
本
の
企
業
も
社
員
も
悩
み

に
悩
ん
で
い
る
の
は
、
景
気
動

向
と
自
然
現
象
で
あ
ろ
う
。
今

年
も
某
社
の
新
入
社
員
歓
迎
会

に
ご
招
待
を
受
け
た
が
、
残
念

な
事
に
当
日
は
雨
天
で
、
既
に

桜
は
葉
桜
の
状
態
。
急
遽
社
内

で
の
開
催
に
変
更
と
な
っ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
価
も
高
騰

し
円
安
も
す
す
ん
で
い
る
が
、

先
が
鮮
明
に
見
え
て
こ
な
い
不

安
が
あ
り
、
企
業
の
投
資
意
欲

に
も
「
？
」
が
あ
り
あ
り
と
み

え
る
。
一
方
で
は
、
北
朝
鮮
の

動
き
も
懸
念
材
料
で
あ
る
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
か
ら
日
常
生
活
な
ど
に
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
影
響
が
、
今
後
は
十
分

考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

▼
願
う
の
は
、
給
与
が
上
が
っ
て
欲
し

い
！
と
い
う
事
だ
が
…
。
大
手
企
業
と
零

細
企
業
、
輸
入
産
業
と
輸
出
産
業
と
で
大

き
な
差
異
が
み
え
は
じ
め
て
い
る
。
就
活

の
学
生
連
も
今
年
も
悩
み
多
き
年
に
な
り

そ
う
だ
。

第１９３回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―３０―
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四
月
一
日
〜
五
月
九
日

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
三

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
〇

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
六

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説

明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
二

理
事
会
、
幹
事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
四
・
二
四

第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
九

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
埼
玉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
並
び
に
一

般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て
（
平

成
二
五
年
六
月
三
日
〜
七
月
一
〇
日
）

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

平
成
二
四
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
二
五
年

度
概
算
保
険
料
及
び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法

の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手
続
を
行
っ

て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
・
納
付
書
は
、
五
月
末
に
発
送
し

ま
す
の
で
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
申
告

書
等
の
記
入
方
法
）
な
ど
の
説
明
に
従
っ
て

作
成
し
、
七
月
一
〇
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
二
三

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター

情報の授受
相談など

送出企業
人事部門

―３１―



★
平
成
２５
年
度
第
１
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

５
月
１５
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１

内
容

最
新
の
Ｍ
＆
Ａ
動
向
と
第
二
創
業
の

た
め
の
Ｍ
＆
Ａ
活
用
法
に
つ
い
て

講
師

Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

�

営
業
第
一
部
長

櫻
井
哲
博
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

５
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

こ
れ
か
ら
の
中
国
と
現
地
法
人
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

講
師

一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
再

生
支
援
機
構
代
表
理
事

川
村
忠
隆

氏同
右
理
事

賈

暁
海
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

５
月
２４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ

ナ
ー

講
師

埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ
ン
タ
ー
長

藤
平

俊
幸
氏

テ
ス
コ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
チ
�

代
表
取
締
役

石
井
京
子
氏

社
会
福
祉
事
務
所
ひ
び
き
代
表

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
所
属

芹
澤
忠
行
氏

★
第
２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２７
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

日
本
の
事
業
再
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が

語
る
、
経
営
者
の
あ
る
べ
き
姿
〜
Ｊ

Ａ
Ｌ
等
様
々
な
事
業
再
生
の
経
験
を

踏
ま
え
て

講
師

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー

パ
ー
ス
�
パ
ー
ト
ナ
ー

田
作
朋
雄

氏

★
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

説
明
会
・
情
報
交
換
会

日
時

５
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

聖
学
院
大
学
エ
ル
ピ
ス
ホ
ー
ル

内
容

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
情
報
交
換
会

講
師

城
西
大
学

現
代
政
策
学
部

准
教

授

渡
辺
博
子
氏

ほ
か

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
３０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の
ク
レ
ー

ム
対
応
講
座

講
師

�
武
田
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
代

表
取
締
役

武
田
哲
男
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
少
子
高
齢
化
対
策
研

究
会

日
時

６
月
３
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化
の
進
行

を
踏
ま
え
今
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
を
考
え
る

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
生
活
研
究
部

門
研
究
員

久
我
尚
子
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

６
月
４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指
し
て

〜
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等
を
開
催

講
師

G
reat

Place
to
W
ork

�
Insti-

tute
Japan

代
表

和
田
彰
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
地
域
社
会
問
題
委
員

会
日
時

６
月
１２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
１０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

暴
力
団
の
現
状
と
企
業
に
お
け
る
暴

力
団
対
策

講
師

埼
玉
県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪

対
策
局
捜
査
第
四
課
課
長
補
佐

埼

玉
県
警
部

松
本
栄
氏

★
第
３
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

モ
バ
イ
ル
パ
ワ
ー
の
衝
撃
〜
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
時
代
の
事
業
モ
デ
ル
革
命

講
師

ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
代
表

取
締
役
社
長
／
前
�
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ド
コ
モ
代
表
取
締
役
副
社
長

辻
村
清
行
氏

★
第
４１
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
７
日
	
９
時
〜
１５
時

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦（
男
女
別
）、
団
体
戦
審
判

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟
及

び
同
北
部
支
部

★
平
成
２５
年
度
埼
玉
大
学
・
埼
玉
県
経
営
者

協
会
合
同
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
研
究

開
発
の
最
前
線
に
つ
い
て
学
ぶ
』

日
時

７
月
８
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４０３
・
４０４

□
研
究
発
表
―
１
『
振
動
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
そ
の
防
止
対
策
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科

研
究
科
長
・
教
授

佐
藤

勇
一
氏

□
研
究
発
表
―
２
『
磁
気
浮
上
の
新
し
い
試

み
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科

教
授

水
野

毅
氏

□
研
究
発
表
―
３
『
人
に
優
し
い
機
器
開
発

の
た
め
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
技
術
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科

教
授

綿
貫
啓
一
氏

★
第
２
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

経
営
に
貢
献
す
る
内
部
監
査
と
は
？

講
師

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
�
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

米
国
公
認
会

計
士

林

択
矢
氏

★
第
２
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

７
月
１８
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

企
業
へ
の
警
鐘
〜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
研
修

講
師

公
益
財
団
法
人
２１
世
紀
職
業
財
団

エ
リ
ア
講
師

真
下
り
か
氏

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
七
四
号

２
０
１
３
年
５
月
９
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所


埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

埼玉音協主催公演

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
平成25年6月2日（日）

17 : 00開場 17 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール

▲

価格／5,500円（全席指定・税込）※未就学児のご入場はご遠慮ください。
【ご購入は下記プレイガイドにてお願致します】
・チケットぴあ（Ｐコード：193－900）………………… 0570－02－9999
・ローソンチケット（Ｌコード：35950） ……………… 0570－084－003
・ソニックシティちけっとぽーと …………………………… 048－647－4001
・埼玉新聞社チケットセンター ……………………………… 048－653－9022
・浦和観光案内所 ……………………………………………… 048－824－0333
・さいたま新都心観光案内所 ………………………………… 048－600－0070

お問い合わせ 埼玉音協（埼玉県経営者協会内）048－647－4100
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